








は じ め に
平成5年 度は,東 京国立文化財研究所の前身である美術研究所設立以来63周年
を迎えた。平成2年 に発足 したアジア文化財保存研究室 も本年か ら国際文化財保
存修復協力室に改組 され,国 際的な文化財保存修復に関す る協力のため のセ ン
ター構想の充実化に向けて大きく前進 した年でもある。 その関連事業 として,平
成5年10月にはアジア15力国及び国際文化財保存修復研究センター(ICCROM)
から文化財専門家 を招へい して 「文化財保存における伝統的な材料 と技術」 とい
うテーマで,第4回 のアジア文化財保存セ ミナー を開催,大 きな成果 を収めるこ
とが出来た。また,諸外国からの強い要望 にこたえては じめ られた,「紙の保存修
復」国際研修 も実施された。一方,昭 和61年か ら進めて きた敦煙莫高窟壁画保存
修復事業につ いては,平 成2年 度に敦煙研究院 と合意書を取 り交わし,一 昨年度
より5力 年にわたる本格的 な日中共同研究が進め られている。 さらに海外所在の
日本古美術品修復事業も昨年に引き続いて,ワ シン トン ・フリーア美術館所蔵の
日本絵画の修復 を実施 し,ま たス ミソニアン研究機構 との保 存科学研究交流も引
き続 き順調に進行中である。その他の国際交流事業 としては,本 年度17年目とな
る国際研究集会 を 「漆文化財の保存」のテーマのもと,8名 の研究者 を海外か ら
迎 えて,充 実 した討議が行 われた。 この他文化財に関す る個別的な研究機 関とし
て,高 い評価 を得 ることが出来たこ とは,喜 びに堪えない。
この年度を終わ るに当って,4名 の職員 を退職等で見送ることになったが,当
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3.公 開学 術 講座
4.夏 期 学 術 講座
5.博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修
6.国 際研 究 集 会





























3.主 要機 器 ・設備
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毎 年10月18日を開所 記念 日と定めた。
鉄筋 コンクリー ト造,2階建,延面積129m,の禽庫が竣工 した。
r日本美術年鑑」の編纂事務 を開始した。
勅令簾148号によ り美術研究所官制が公布 された。
研究資料閲覧規定 を制定 し,閲 覧事務 を開始 した。
勅令第281号によ り美術研究所官制中改正の件 が公布 され,従
来,帝 国美術院 に附置 されていたのを文部大臣の直轄に改めら
れた。
同 年11月29日美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定 され
た。
昭和13年2月12日 木造,平 屋建,砥 面積97m・の写真室1棟 が竣工 した。








































昭和32年3月22日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網 モルタル塗,平 屋建,
8m'の保存科学部の薬品庫が竣工 した。
同 年11月30日従来の2階 建 書庫の うえに さらに1階 を増築3階 建 とし,増
築分延面積71m・が竣工 した。




昭和37年3月31日 東京国立博物館内に保 存科学部庁舎(保 存科学部実験室)と
して,鉄 筋コン クリー ト造,2階 建,延 面積663m・の建物1棟 が
竣工 した。
同 年7月1E1東 京国立 文化財研究所組織規11'r'.の一都 が改正 され,新 たに保
存科'艶部に修理技術研究室が置かれた。




昭和44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新嘗 され る別館庁舎(延1,950.41
m・)の起工式が行われた。
昭和45年3月25日 前記の別館が竣」二したので,同年5♪」26日竣」二式が行 われた。
同 年3月25日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。
同 年5月8日 保存科学部は別館の地階12階 に実験用機械類の移転据付を
完了した。
同 年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し,同 年10月15日
工事が完了した。





昭和46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館 の敷地2.658m・を東京国立博物館 か
ら所管換された。




昭和52年4月18日 文部省設置法施行規則の一部 が改正 され,情 報資料部の新設
により5部1課 とな り,情報資料部に文献資料研究室及び写真
資料研究室が置かれ,美 術部資料室は廃止された。
昭和53年3月20日 本館構内の写場等(木造,平 屋建,延 面積144m')を取 りこわ
し,情報資料部研究棟 として,鉄 筋 コンクリー ト造,地 下1階,
地上3階,延 面積569.95m・の建物が竣工 した。
昭和53年4月5日 文部省設置法施行規則の一部 が改正 され,新 たに修復技術部
に第三修復技術研究室が置かれた。


















































































(昭 和5.6.28～ 昭 和6,11.24)
(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)
(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)
(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)
(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)
(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)
(昭 和23.5.ll～ 昭 和24.8.30)
(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)
(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)
(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)
(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)





































所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野
所 長 所 長 西 川 杏太郎 (美術 史)
庶 務 課 課 長 富 澤 邦 明
国際交流主幹 貴 志 辰 夫
課 長 補 佐 長谷川 憲 康
庶 務 係 係 長 大 堀 岳 満
係 員 相 渇 かず子
事 務 補 佐 貝 望 月 紀 子
11 勝 木 なほ子
技 能 補 佐 貝 堺 良 子
調 査 貝(非) 大 江 佐知子
会 計 係 係 長 篠 原 一 夫
係 貝 日 高 信 二
〃 宮 腰 香代 了・
事 務 補 佐 貝 山 田 文f一
n 小 菅 陶 子
労 務 補 佐 貝 菊 地 廣 吉
美 術 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)
主 任 研 究 官 佐 藤 道 侶 (日本近代絵画史)
〃 島 尾 新 (日本中世絵画史)
11 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)
第 一 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋絵画史)
研 究 貝 岡 田 健 (中国彫刻史)
調 査 貝(非) 佐 野 みどり (日本絵画史)
第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日本音楽史)
演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)
調 査 貝(非) 高 橋 美 都 (日本音楽史)
音 楽 舞 踊研 究 室 室 畏 羽 田 飛 (日本中世演劇)
研 究 貝 高 桑 いつみ (日本音楽史)
調 査 貝(非) 丸 茂 美恵子 (舞踊学)
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機 構 ・職貝 ・予 算
所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野
民俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)
調 査 貝(非) 山 本 宏 子 (民俗音楽)
保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計測工学)
主 任 研 究 官 佐 野 千 絵 (光化学)
化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)
物 理 研 究 室 室長事務取 扱 三 浦 定 俊 (計測工学)
研 究 貝(併) 石 川 陸 郎 (光学)
生 物 研 究 室 室 長 門 倉 武 夫 (環境科学)
研 究 貝 木 川 り か (生物化学)
調 査 貝(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)
11 新 井 英 夫 (微生物学)
修 復 技 術 部 部 長 三 輪 嘉 六 (考古学)
主 任 研 究 官 川野邊 渉 (高分子化学)
第一修復技術研究室 室 長 中 里 壽 克 (漆芸技法)
第二修復技術研究室 室 長 増 田 勝 彦 (装漬技術)
研 究 貝 尾 立 和 則 (装漬技術)
第三修復技術研究室 室 長 青 木 繁 夫 (考古学)
技 術 補 佐 貝 犬 竹 和
情 報 資 料 部 部 長 廣 井 雄 一 (日本工芸史)
主 任 研 究 官 井 手 誠之輔 (東洋絵画史)
文 献 資 料 研 究 室 室 長 米 倉 迫 夫 (日本中世絵画史)
研 究 貝 勝 木 言一郎 (中国絵画史)
写 真 資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
研 究 貝 長 岡 龍 作 (日本彫刻史)
専 門 職 貝 野久保 昌 良 (美術写真)
国際文化財保存修復協力室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)
主 任 研 究 官 松 本 修 自 (建築史)
研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)
保 存 科 学 部 客 員 研 究 貝 二 宮 修 治 (無機化学)
修 復 技 術 部 11 松 田 史 朗 (腐食工学)































































































所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考
庶 務 課 課 長 富 澤 邦 明 玉P己4,4.1～ 導46.3.31 転 出
課 長 補 佐 長谷川 憲 康 平 元.3.1～ 平6.3.31 転 出
係 貝 相 澤 かず子 平 元 。5.1～ 平6.3.31 転 出
事務補佐貝 渡 邊 和 子 」}こ4.4.1～ 山F5.8.31 退 職
技能補佐員 堺 良 子 玉μ2 .4.10-』F6.3.30 退 職
調査貝(非) 松 原 美智子 昭59.8.1～ 平5,7.15 退 職
芸 能 部 調査貝(非) 高 橋 美 都 昭60.4.1一 平6.3.31 退 職
調査員(非) 丸 茂 美恵子 平 元.4,1一 平6.3.31 退 職
修復技術部 部 長 三 輪 嘉 六 平2.4.1一 平6.3.31 転 出
一10一
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3.名 誉 研究 員
氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間 名誉研究貝発令年月日
白 畑 よ し 昭5.6.30～ 昭27.8.1 53.10.18
福 山 敏 男 美 術 部 長 昭23.5.11～昭34.4.15 11
高 田 修 11 昭27.12.1～昭44.3.31 11
登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 昭27.10.1～昭50,4.1 n
岡 畏三郎 美 術 部 長 昭20.5.15～昭51.4.1 u
中 村 傭三郎 美 術 部 第 二研 究 室 長 昭22.10。1一昭53.4.1 //
関 野 克 所 長 昭40.4.1～ 昭53.4.1 //
秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～昭42.2.1 54.10.18
久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20.5.31～昭57.4.1 57.10.18
川 上 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～昭57.4.1 n
関 千 代 美 術 部 第 二研 究 室 長 昭18.12.15～昭58.4.1 58.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16～昭51.4.1 59.10.18
上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.11.3～昭59.4.1 〃
江 上 繧 情報資料 部主任研 究 官 昭38.5.18～昭59.3.31 11
田 村 悦 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭22.6.16～昭60,3,3160.10.18
猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22,6.27～昭60.3.31 //
伊 藤 延 男 所 長 昭53.4.1～ 昭62.3.3162.10.18
柳 澤 孝 美 術 部 長 昭27.4.1～ 昭62.3.31 11
三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10.1～昭63.3.3163.10.18
樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～昭63,3.31 //
田 實 榮 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭23.3.31～平 元.3.31 1.10.18
見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭34,4.1～平 元.3.31 11
濱 田 隆 所 長 昭62.4,1～ 平4.3.31 3.10.18
関 口 正 之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3.3.31 3.10.18
佐 藤 道 子 芸 能 部 長 昭34.4.1～ 平4.3.31 4.4.1
馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～平4.3.31 4.4.1
新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～ 平5.3.31 5.4.1
石 川 陸 郎 保 存科学 部主任研 究 官 昭32.4.15-一平5.3.31 5.4.1
一11一
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4.平 成5年 度 予算
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5.平成5年 度特別研究一覧










研究用機器整備(全 自動X線 回折装置) 32,375
計 ,....i
6.平成5年 度科学研究費補助金交付一覧
研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
千円
重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 10,800
手法に関する研究
総合研究(A)雅楽古楽器の総合的調査研究 蒲生 郷昭 2,000
総合研究(A)古代東アジアの青銅製品鋳造に関する基 平尾 良光 10,000
礎的研究
一般研究(A) 文化財の修理 ・修復の情報化に関する基 三輪 嘉六 3,000
礎的研究
一般研究(A) 東アジア美術における人のかたち 鶴田 武良 5,000
一般研究(B) 出土鉄器の鉛同位体法による原料産地の 平尾 良光 1,000
推定
一般研究(B) 民俗芸能にみられる狂言様式の分類と芸 中村 茂子 500
能史的位置づけの研究
一般研究(B) 画像と言語一東洋美術史における比較研 鈴木 廣之 1,000
究 一
一般研究(B) 文化財におよぼす酸性霧の影響に関する 門倉 武夫 1,400
研究
一13一
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研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
千円
一般研究(C) メディア としての請来美術研究一束ア ジ 井手誠之輔 1,100
アにおける仏教美術表現の伝播 と受容一
一般研究(C) エ ミシオグラフィによる象嵌の検出 三浦 定俊 1,400
一般研究(C) 絹の劣化度の科学的評価 佐野 千絵 1,900
試験研究(B)木造古建築の保存を目的とした外装塗装 西浦 忠輝 7,000
(丹色塗装)の物性評価
奨励研究(A)則天武后期の仏像様式に関する研究一初 岡田 健 900
唐様式から盛唐様式への展開一
国際学術研究 タイ国石造遺跡の劣化現象と保存処理に 西浦 忠輝 1,500
関する調査
国際学術研究 科学技術を利用した文化財研究法の開発 西川杏太郎 5,100
国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の劣化現象 三輪 嘉六 1,900
に関する共同研究
国際学術研究 漆 ・ニスなど伝統的天然樹脂塵膜の劣化 三浦 定俊 6,500
と保存に関する研究
計 62,000
7.平 成5年 度受 託研究一 覧











部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
美 術 部 *美術に関する基礎資料の研究 米倉 蓮夫 平 元.4
一絵巻資料 一 ～ 平6 .3
*美術に関する基礎資料の研究 三輪 英夫 平 元.4
一明治後半期美術資料一 ～ 平6 .3
*美術に関する基礎資料の研究 島尾 新 平 元.4
一関東所在水墨画資料一 ～平6 .3
*美術に関する基礎資料の研究 鈴木 廣之 平元.4
一日本絵画史年紀史料収集15世紀一 ～ 平6 .3
*美術における地域性及び社会性の研 三輪 英夫 平元.4
究 ～ 平6 .3
*近百年来中国絵画史研究 鶴田 武良 平2.4
～ 平9 .3
*中国仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平4.4
～ 平10.3
芸 能 部 *伝統芸能における 「鬼」の実証的研 蒲生 郷昭 平4.4
究 ～ 平8 .3
*能楽の芸能学的調査研究 羽田 示旦 平2.4
～平7 .3
*絵画資料による近世演劇の研究 鎌倉 恵子 平3.4
～平6 .3
*日本音楽各種目の独 自性と相互影響 蒲生 郷昭 平 元.4
の研究 ～ 平6 .3






部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
保存科学部 *有機質文化財の光による劣化の定量 三浦 定俊 平元.4
的評価法の確立 ～ 平7 .3
*文化財施設内における保存展示条件 三浦 定俊 平元.4
の検討 ～ 平8 .3
*鉄器材質の歴史的変遷に関する研究 平尾 良光 平3.4
～ 平6 .3
修復技術部 *文化財の伝統的修復材料の研究(第 三輪 嘉六 平5.4
2期) ～ 平8 .3
*文化財における環境汚染の影響と保 三輪 嘉六 平4.4
存修復法の開発研究 ～ 平9 .3
情報資料部 *美術情報処理システムの研究 一デー 廣井 雄一 平 元.4
タの共有化 を中心 として一 1平11 .3
*美術史における画像処理技術の応用 鈴木 廣之 平 元.4
に関する基礎的研究 ～ 平6 .3
*日本 ・東洋 業術 史文献データベー ス 米倉 迫夫 昭63.4
の開発 ～平6 .3
国際文化財保 *世界,将 にアジア諸岡におけ る文化 西浦 忠輝 平3.4
存修復協力室 財保存に関する情報の収集 ～ 平7 .3






美術部は 日本 ・東洋の古美術並びに 日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連
ある西洋美術についての基礎 的調査研究 を行い,か つ,そ の成果を公表す る
ことを活動の目的 としている。美術部は二室より構成 され,第 一研究室は古
美術を担当 し,第 二研究室は近代 ・現代美術 を担 当している。
調査研究は各時代にわた り,絵 画 ・彫刻 ・工芸の各分野について,作 品と
文献資料 との両面か ら実証的に進め,と もに基礎 となる研究資料の作成 と整
理 とにつ とめてい る。 その他,現 代 美術の動向に関す る調査 と資料収集 をも
並行 して行 ってい る。 また当部では,作 晶に対す る科学的な鑑識法 を早 くか
ら積極的に活用してきた。これ も当部の研究活動の特色である。なお情報資
料部貝 との間では,研究や調査の面において緊密 な協力体制が とられている。
そのほか他機関 との共同研究による広領域の研究に も参加 している。なお,
研究員それぞれの研究課題 と内容は(2)の各論の項に示す とお りである。
調査研究の結果は,機 関誌 ―美術研究』(昭和7年 創刊)や その他 の学会誌
に発表 し,単 行の研究報告 も随時刊行 している。 さらに,研 究成果の一部を
広 く一般の理解に資す るために,情 報資料部 との共同で毎年一回公開学術講
座 を開催 している。また毎年r日本美術年鑑』(昭和11年創刊)を 発行 してい
る。
なお美術部 は黒田清輝の遺産に基づいて創立された美術研究所 を前身 とす


















各地域におけ る美術の史的展開には,そ れぞれの地域の もつ空間的諸特
性に もとつ く差異が大 きく反映 されていることは従 来指摘 されながらも,
具体的な問題に即 した総合的な解明は試みられていない。本研究は,地 域
固有の社会性 ないし文化的側 面における特殊性 を1区視 し,地 域間におけ る
交流の様態 と,そ の伝播 ・受容の結果 として行 われる各地域内での変容の
固有な形態 を明 らかにするこ とを11的とする。
(1)中世美術の諸問題
1)外来の視覚情報の伝播経路 とその発展の地域的差異
請来仏画作品に関する基礎資料の収集を継続 した。 と くに,近 代 に
なって 日本 より収集された欧米所蔵 の宋元仏画および高麗 ・李朝仏画
(パリ・ギメ美術館,ニ ュー ヨー ク・メトロポリタン美術館,ポ ス トン
美術館)に ついて,基 礎資料 を収集 し,ま た研 究成果の一部 を発表 し
た(「宋時代の阿弥陀画像」1994.1,26,於研究所)。
2)芸術家の社会的地位
能阿弥 ・芸阿弥 ・相阿弥について,公 方同朋であ り連歌師であ り画
家で もあるという特殊 な存在様式について検討 を加 えた。
3)15・16世紀における絵画マ 一ーケ ッ ト
一18一
美 術 部
当該の時期における鑑識 ・代付関係の史料 を収集 し,美術品の財産
的価値 と流通についての分析 を行 った。
4)画像 と言語
文部省科学研究費(一 般研究B・ 代表者:鈴 木)の 助成による研究
を終 え,収 集した資料の整理 を行 うとともに,成 果の一部 を公表した
(美術研究358)。
〈島尾,(情)鈴 木,井 手 〉




集について,コ レクター,コ レクションの個別研究を数例試み,そ の
成果 を「歴史史料 としてのコレクション」(「近代画説」2明 治美術学
会刊),「野間 コレクションと大衆社会」(「野間 コレクションとその時
代展」図録 新潟県立近代美術館)等 に発表 した。
2)日 本近代のパブリック ・アー ト
日本において美術品が広 く公共に展観 されるようになったのは明治





梅津次郎氏収集絵巻資料の 目録については 「梅津次郎氏撮影作 品リス
ト(稿)」をr美術史研究における基礎資料の共有化 とデー タベースの活
用』(科学研究費補助金一総 合研究A一 研究成果報告書)に発表 してある
が本研究の最終年度にあたる本年,そ の総 リス トの点検 と,デ ータベー





調 査 研 究
今回作成されたデー タベースは,絵 巻研究文献デー タベース ・絵巻作
品複製デー タベー スと統合 され,絵 巻研究資料データベー スとして本研
究所の共有化環境の中で試用される。
〈(情)米 倉,(調)佐 野,(研究協力)村 重寧,大 西昌子,千 野香織 〉
(2)関東水墨画資料




収集資料については,逐 次整理 を行 い,併 せてデー タベー ス化 を進め
た。
13世紀 より16世紀におけ る水墨画家(約60名)に 関 しての基礎資料の
収集と研究史の整理 は,相 阿弥 ・小栗宗湛について研究会 を行い,ま た
室町時代における画僧の位置づけと1〔山文学の実景図関係史料について
も検討を加えた。
<島尾,(情)井 手,(研究協力)河 合正朝,横 田忠司,相 沢1E彦,大石
利雄,山 下裕二,小 川知二,大 西薫,救 仁郷秀明〉
(3)近代 美術史料
1)展覧会出品 目録 の整理
前年度データベース化 を完tし た明治x術 会,白 鵬会,日 本絵画協
会 など明治期の5美 術団体出品目錬 をr明 治期 美術展覧会出品目録」
(東京国立文化財研究所編 中央公論美術出版1:q)として1:11行した。
ウィー ン万国博覧会については,出 品 目録 をデー タベース化す るとと
もに 「美術研究」357-359に復刻 した(横 溝広子 との共同研究)。また,
日本美術協会 出品 目録のデータベース化 を行い,そ のなかで皇室買い
上げ,献 上品の目録を作成 した。
2)博覧会関係 史料 の調査
明治初期に行われた万国博覧会,内 国勧業博覧会関係 史料 として東





前年に引き続 き日本美術史通史の刊行書,海 外 との人物交流調査の
ための刊行書の収集 を行った。
〈三輪,佐 藤,山 梨 〉
(4)日本絵画史年紀資料集成十五世紀
昨年度 までに源豊宗編r日本美術年表」・集英社版r原色 日本美術年表』
に掲 出された1401～1500年の記事の中か ら絵画に関す る項 目約140件を
抜粋 した。落款,奥 書,賛 文,銘 記などに年紀 をもつ例の他,作 者,賛
者の没年等か ら制作年代の推定 できる例 も参考 資料 として同様 に抜粋
し,基 礎デー タとした。
今年度は,抜 粋項 目に取 り上げた作例1点 ごとについて,論 文 ・論説・
紹介 など,内 容 と図版の有無を基準に した主要参考文献の収集 を継続 し
ながら,銘 記等の釈文の作業を開始 した。
<(情)鈴 木>
3.中 国仏教美術基準作品調査研究(6年 計画の第2年 次)
本研究は,中 国仏教美術作品の うち,銘 記,落 款,印 章,賛 文等によっ
て,制 作年,制 作地,作 者,発 願者などが明らかなもの を 「基準作 品」 と
して調査 し,基 本的 なデー タや詳細な写真 を整備することによって,中 国




相について研 究を重ねてきた研究者 を招 き,各 自がもつデー タを持ち寄












年紀 を有す る中国仏教美術作品を中心に調査 し,写真撮影を行 った。
本年度は,関 西方面,九 州方面で調査 を実施 した。
(3)基礎資料の収 集
既に国内の各機関,個 人等に分散 して蓄積 されている中国仏教美術作
品のデータ,写 真等を借覧 し,必 要に応 じてその複製を作 るなどして,
基礎資料の収集 を行った。本年度は,ア メリカ所在の中国仏教美術関連
の資料 を垂点的に整備 した。
<中野,島 尾,岡 田,(情)米 倉,井 手,長 岡,勝 木>
4.近百年中国絵画史研 究
20世紀初期の中国における西洋画の受容 を中心に研究を行い,そ の成果
の一部 をr美 術研 究J358,359号に発衷 した。 また 「近百年来中国美術年





芸能部は,H本 の伝統芸能に資す るために必要な基礎研究 を行 うことを目
的 とし,演 劇研究電 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三室によって構成
されている。芸能部の研究目標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法および
その継承保存に関す る研究などがあ り,そ の研究に必要な資料の収集・整備,
お よび記録の作成のための撮影 ・録音 ・緑画などの作業 を行 う。研究の成果
は,刊 行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座 などによって公表す る。
平成5年 度は,特 別研究 「伝統芸能における 〈鬼〉の実証的研 究」(4年計
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芸 能 部
画)の 第2年 次にあた り,資 料収集,記 録作成,実 地調査 を行 い,研 究会 を
開催 した。 また一般研究 「能楽の芸能学的調査研究」は,そ の第4年 次にあ



























1.伝統芸能 における 「鬼」の実証的研究(4年 計画の第2年 次)
日本の民俗行事や宗教行事,能 ・狂言・歌舞伎などの伝統芸能には,「鬼」
がいろいろに形や性格 を変えて登場する。本研究は,「 鬼」の多面的な性
格,芸 能的表現の多様性,歴 史的変遷を総合的に把握 し,解 明す ることを
目的とす る。本年度はその2年 次で,下 記の調査 ・研究 を行 った。
(1)研究会開催;毎 月1回 実施 し,特 に美術部 ・情報資料部 との共同研究
会 を3回 行 った。その うち1回 は大阪大学助教授小松和彦氏を招 いて発
表を聞き,質 疑応答を行 った。
(2)実地調在;千 葉県の 鬼来迎,佐 賀県の鬼祭を調査 し,記 録 した。
(3)個別研究;元 禄期の江戸の歌舞伎に登場する鬼について調査 し,そ の
成果 を 「芸能の科学」22に公衷 した。
2.能楽の薔能学的調査研究(5年 計画の第4年 次)
舞台芸術 としての能楽の技法を多角的に捉 えることを目的 とし,芸 能部
全貝で取 り組む総合研究 であ る。今年度は下記の鯛査研究 を行った。
(1)能と狂 首の「演出1の意義;戯 曲論 と技法論の明治以後の研究史,譜 ・
雛子・所作の流儀rt:について考察 し,夏 期学術講座で発表 した。 また,
狂言の稀曲 「唐人f一宝 」と能の番外曲 「雪鬼」について諸本を検 討し,
国立能楽堂の研究公演に協力 した。〈羽田〉
(2)能の音楽的研究;春 日神社(山 形県櫛引町)の 例大祭 における黒川能
の奏演を調査 し,記 録 した。〈蒲生〉
(3)鼓胴の変遷の研究;能 の鼓胴の変遷 をたどり,科 学研究費の交付 を受
けて行 っている 「雅楽 占楽器の総合的調査研究」において,そ の前身と
思われる雅楽の鼓胴について他の分担者 とともに調沓を行 った。 〈高桑〉
(4)民俗芸能にみる狂肖様式の研究;民 俗芸能の狂言的要素 をその機能に
よって 「もどく芸」 と 「つ なぐ芸」に分類 し,「 もどく芸」の事例 とし





(5)近世演劇 と能の関係;能 の摂取に熱心であった初代市川団十郎 と中村
七三郎の調査に着手,二 人の摂取の仕方について比較 中である。<鎌倉>
3.絵画資料 による近世演劇の研究(3年 計画の第3年 次)
京都 ・江戸 ・大坂 で同一の外題で上演された作品の絵入狂言本本文及び
挿絵 を比較検討 し,三 都の異同を考察 した。<鎌倉>
4.日本音楽各種 目の独自性 と相互影響の研究(5年 計画の第5年 次)
(1)各種 目に見られる旋律型の諸相 を考察 した。
② 「長滝の延年」のiiと 所作につ いての報告文 をまとめ,「芸能の科学」
22に公表 した。
(3)所外の研究者をまじえての,長 唄正本研究 を継続 した。 〈蒲生>
5.伝 統的唱歌の研究(3年 計画の第1年 次)
能に対象をしぼ り,流 派による唱歌の異同や 変遷からir,子事の古態を探
る事 を目的 とする。今年度は室町末期から江戸初期に書かれた伝書や楽譜
か ら,舞 のオロシの発生に関する資料の収集と考察 を行 った。〈高桑>
6.雅 楽古楽器の総合的調査研究
伝存す る雅楽古楽器,と くに鼓胴について,総合的な調査研究を行 った。
美術工芸史の専攻者を含む15名の共同研究で,科 学研究費の交付を受けて
実施す る総合研究(A)であるが,研 究代表者と分担者の1名 は,当 芸能部
貝である。〈蒲生,高 桑>
7.芸能に用いられる武舘の研究(3年 計画の第1年 次)
芸能に用いられる 「ほ こ」について調査研究 を行い,そ の成果 を 「芸能
の科学」22に公表 した。<中村>
8.舞楽系芸能 を伴 う寺社行事の研究
地方に伝播 した舞楽の調査(天 王 寺系舞楽との関わ り)を 継続。本年度
は静岡県森町小国神社 ・天宮神社の舞楽行事 を調査 し,両 神社所蔵の記録
類を,音 楽 ・舞踊の実際面 と併せて検討 した。〈高橋>
9.日本舞踊における技法の相互影響 の研究
舞踊作品,清 元 「流星.」について,各 芸系に よる技法の変遷や伝承の背
景を比較 し考察 した。成果は,公 開学術講座お よび 「芸能の科学」22に公
表 した。〈丸茂〉
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10.鳥海山の番楽における舞 と太鼓の研究
秋田県鳥海町に伝わる番楽の獅子舞を取 り上 げ,獅 子に対す る信仰 が舞
の所作の成立にどの ように影響 したか,ま た舞 と太鼓 との関わ りを考察 し




おかれてい る保存環境の科学的研究を行い,こ れらを基礎 として文化財保存
の技術開発に関す る研究を行っている。 言い換えれば,文 化財の 自然科学的
研究,文 化財を資料 とする科学技術 史的研究,文 化財保存のための科学技術
の応用研究の3方 面である。研究組織は化,,,研究室,物 理研究室,生 物研究
室の3蟻 か らなり,研 究成果は修復技術部 と共1司編築の機関諸 「保存科学」
などに公表 され,文 化財の指定 ・保イf:対策 ・修復処置の基礎 資料 として役立
てられてい る。
化 学 研 究 室
化学研究室では文化財の材質 ならびに保 存環境に関する問題点を化学的 丁一
法 を用いて調査 ・研究 している。X線 分析法,光 学的分析法,質 量分析法な
どを用い,主 として金属文化財に関す る劣化,保 存対策,材 料産地の推定な
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にNO3->SO、2->C1一の割合 で集中 し,同 様に陽 イオ ンはNa+>NH、+
(検出されない場合 もある)>K+±Ca2+であった。雨水 からもCa2+が検
出されたが,溶 出Ca2+については,初 期1mm降 雨中に全溶出量の約
30%が溶出 していた。雨水中の陰 イオン濃度 も初期1mmに 集 中 し,
Ca2+との関係はC1-,NOS-,SO,Z一の個々の濃度でなく全H+濃 度,即 ち
pHに依存する結果がえられた。大理石 は雨水 中の炭酸に よって も溶解
す るが,酸 性の雨で促進 されてい ることがわかった。
この方法は個々の博物館 などにおける酸性雨の影響評価法 として簡便
であるため他の地域において比較実験を継続 し,暴 露法,テ ス トピー ス




昨年度 までの研究で,長 波長側の ピー クを持つプラックライ トを紫外線
源とした絵絹の人工劣化により良好な結果が得 られたので,紫 外線強度,
温湿度 などを変化 させ人工劣化を行なった,,その結 果,絹 の劣化速度に対
して,温 湿度,積 算照射時間などとの相関が見いだされた、,特に湿度の影
響が大き く,高湿度で劣化速度が著 しく速 くなった。 さらに紫外線照射を
断続すれば劣化速度が減少することや,染 色 した資料のノ∫が染色していな
いものより有機 ラジカル強度や破断強度の減少が小 さく,染 色により紫外
線の影響 を遮蔽す る効果が認められたなど,絹 の保存条件 に関係 した重要
な研究成果が得られた。<佐野>
4,文 化財施設内における保存展示条件の検肘(8年 計画の纂5年 次)
変色試験紙の変色速度については,従 来 南)れ ている通 り,湿 度以上に
温度の影響が大き く,試験中の温度を約20℃に保持で きない場合,暴 露時
間を長 くするなどの処置を要すること,ま た変色量に対 して,試 験液のろ
紙上の濃度の影響が大 きく,目視による判断に畝 りを与えることがあるこ
となどが明らか となった。
アマニ油含浸ろ紙の変色については,黄 色指数約30までの,初 期 の変色
速度 とesr信号強度との間に直線性 がみ とめられた。 コンクリー ト暴露試
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料で観測されたesr信号 と熱分解生成物の信号は異な り,変 色量だけでは
両者の区別がつかな くても,機 器分析 と組み合わせれば分離が可能である
ことが明 らか となった。黄色指数が30超の褐色まで変色すると,各 種分解
生成物が複雑な反応を起 こし,多種類のesrの信号が観測 され,信号濃度 と
の間に直線性がな くな り,環境 試験の モニ ターには不適 であることがわ
かった。<佐野>
5.文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究
(1)鉛同位体比を利用 した銅製品,青 銅製品の材料産地推定




文化庁,東 京国立博物館,県 や市町村の教育委員会 ・発掘事務所 ・埋
蔵文化財センターなどが所蔵す る,約150点の銅製品,発掘品などに関 し
て蛍光X線 分析法による化学組成の測定 を行 った。〈平尾〉
(3)X線回折法 を利用 した研究
文化庁および島根県の教育委貝会 より,平 成5年 度か ら6年 度にかけ
て,荒 神谷遺跡出土青銅製遺物に発生 している錆の結晶組成測定の依頼
を受け,今年度は測定方法の検討および予備資料の測定 として,約100点
を測定した。殆 どが孔雀石(マ ラカイ ト)で あったが,な かには藍銅鉱
(アズライ ト)や,白 鉛鉱(セ ルーサイ ト)が検出される場合があった。
〈平尾〉
(4)ICP発光分光分析法を利用 した研究
文化庁および島根県の教育委貝会より,平 成5年 度か ら6年 度にかけ
て荒神谷遺跡出土青銅製遺物について,内 部金属の化学組成を測定する
依頼 を受けた。今年度は銅剣35本,銅鐸4種,銅矛13本か ら資料 を30～50
mg採取 し,そ の うち銅剣15本,銅鐸4種 について測定 した。〈平尾〉
(5)電子プロープマイクロアナライザー を用いた分析





































文書史料,特 に近現代の史料に対 して頻繁に行われているゼ ロック

























物等が極めて良好 な状態で出土する例が 多い。未発掘古墳内の環境 を調
査 し,発掘後の内部調査,公開などにおける保存条件 を設定す るためデー
タの収集を行 っている。
1)馬 絹古墳横穴式石室(川 崎市)の 発掘および補強工事に伴 う保存科
学的調査 ・研究
馬絹古墳横穴式石室は昭和53年以来閉塞 されていたが古墳の保存整
備に当た り再び開 口され,石 室内部の調査,補 強工事が行 われ再閉鎖
された。一連の作業に当た り保存科学上の調査,環 境管理 を行 った。
石室内部は昭和53年の発掘時に16℃,94%R.H.(外気=7～10℃,
74%)を得ていたので,こ れを参考に開 口,補 強工事伴 う人の出入 り
を考慮 して内部 の温湿度16～20℃,95%R.H.以上 を維持す るよう,内
部に温湿度計 を設置 して監視 した。
開口時の保存科学上の所見は,玄 室の北東角壁下床面に白色粘土の
剥落が僅かにみ られた。また,石 材表面に植物の毛根が認め られたが
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昭和53年の調査時に比べて顕著な増殖は示 していなかった。他に直接
石材に加害す るカビは確認されず,石 室内は安定 した状態であったと
判断された。
補強工事作業のための石室の開 口期間は5月8日～6月4日で,この間,
石室上部 に覆屋 を設け,必 要以外は発砲 スチロール板 で石室開口部 を
閉鎖 して内部環境の安定化に努めた。作業期間中の外気温の最 高値 は
28.0℃,湿度の最低値は23%R。H.,石室内の温度は15.2～19.2℃,最
低湿度は83%で安定 した環境で作業が行われた。補強工事終了後は殺
菌処理 を施 し{1∫ぴ埋め戻 された。<門倉>
2)虎 塚古墳石 窺公開に伴 う保存科学上の調査研究
虎塚古墳石 窒は発掘(昭和48/8)以来,外 気および石室内温湿度の
測定 を継統 し石室内環境 を監視 してい る。春秋の年2回 一般公開が行
われている。公開の前後にデー タの解析,壁 画,公 開施設の点検,公




ぼ100%を維持 し,石 室内部への影響は認め られなか った。<門倉>
3)高 松塚Ill墳内の糸状 菌のモニタリング
高松塚 占墳においては,発掘以来継続的に定期調査 が行 われている。
本年度 も観測定点の糸状菌の調査 を行った結果,い くつかの定点 よ
りPenicilliumsp.がi三嬰な糸状 菌として検出された。現段階では,大
きな被'cfはみ られないが,今 後 も観察を続行 し,パ ラホルムアルデ ヒ
ド以外の築剤 も検討 してい く予定である。〈木川〉
(3)美術館 ・博物館等館内環境調査について
1)国 宝 ・重嬰 文化財等の指定品および東京国立博物館収蔵資料の借用

































































































信濃美術館 下諏訪町 　・r_諏訪湖博物館 伊那文化館
































































2)博 物館館 内環境に関 し,収 蔵資料の材質や温湿度設定条件等につい
てア ンケー ト方式で情報を収集 している。その うち,著 しく不良 と考
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えられる状況については,改 善のための助言 を行 った。〈佐野>
3)緊 急災害時の館 内環境 として,消 火剤の材質への影響の検討 を始め
ている。初年度の今年は,特 定フロンとして1994年1月より生産中止
となるハロン消火剤に代 る消火剤 として使用 され る可能性のあ るもの
には どんなものがあるか,消 防庁消防研究所等との交流を通 して情報
を収集 した。<佐野>
4)ア マニ油試験紙 の黄色指数の測定に関 して従来のカラー メー ターに
加え,分 光スペ ク トル型のカラー メー ターおよび携帯 型のカラー メー
ターの3機 種間の数値校正 を行 った。<佐野>
5)館 内環境について,人 を発生源 とす るアンモニアの文化財材質への
影響 を調査 した。絵画材料の緑青に対する化学変化 を,電 子ス ピン共
鳴法で検 出し,変 色の可能性があ ることが明らかになった。<佐野>
7.生 物劣化に関する調査 ・研究
(1)生物劣化の調査および防除対策
静岡県埋蔵文化財調査研 究所 におけ る出f:木材のPEG含 浸処理中
に,微 生物が発生 したため,調 査 を行 った。PEG溶 液の腐敗の主因は,
主にグラム陰性の擬球 あるいは桿菌に山来した。溶液界面の皮膜か らは,
クラ ドスポ リウム属のカビが検出された。腐敗のis因となった微生物が
好気性 と考 えられたので,溶 液界面をビニルシー トで覆い,酸 素 を遮断
した結果,良 好 な結果が得 られた。 また,2種 類の防菌剤(イ ソチアゾ




資料館の学芸員に燃蒸方法に関するアンケー トを実施 した。この調査 で,
ハ ロンの使用撤廃のために,文 化財の燃然ガスとして長 らく使用されて
きたエ キボン(臭 化 メチルと酸化 エチレンの混合ガス)が 数年内に使用
できな くなることが念頭され,代 替策の導入に先立ち現状調査を行 うこ
とを目的とした。以下に主な結果をまとめた。
1)50%の館が1年 に1回 の頻度 で燃蒸 を行 っていたが,そ の他は2
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～5年 に1回 または,収蔵庫に入庫するもののみにつ いて行 っていた。
2)燥 蒸 を行 う時期 は,1年 を通 じて分散 しており,季 節による虫の活
動周期 を考慮 しているところは少なかった。
3)ガ ス抜きを含めた煉蒸期間は,4～6日 が30%以上,1週 間以上が
40%であ り,人 体 に対す る安全性 を考慮 している館が 多い ことがわ
かった。




5)収 蔵品を材質 ごとに分類 し,そ れぞれに適 した方法 で防虫 ・防カビ
対策を行 うことは,可 能 と考えた館が20%弱,な んとか対処可能 との
回答が50%以上,不 可能が20%弱であった。
6)臭 化 メチルの使用規制については,知らない館が70%以上 であった。
これに対 し,臭 化 メチルのオゾン層への害や,人 体への毒性について
は,そ れぞれ40%,80%の館が知っていた。
以上の調査 は,比 較的大きな22の美術館,博 物館,資 料館に対 して
行 ったものであ り,かつその80%が都市部の館 であることもあり,デー
タの片寄 りを考慮する必要があるが,定 期的な清掃 と生物被害の点検
作業を行 うことで,煉 蒸の頻度 を減らせ る可能性があること,処理期
間の面だけに関 して言えば,低 酸素濃度処理法なども一部の文化財に
対 しては導入され得 ること,などが今後の方向 として議論された。〈木
川〉
③ パナプレー トの人体に対する安全性 の確認
収蔵庫にバナプレー ト(DDVP(ジクロルボス)蒸 散剤)を 常用 して
い る博物館において,頭 痛や不快感などの人体への影響が懸念 されてい
た。 これに対 し,文 献資料および該当博物館により実施 された薬剤濃度
の実例データより必要 な情報を整理 し,薬 剤使用上の留意点の報告 を
行 った。 その中で,薬 剤交換ののちしば らくの期間は,ジ クロルポスの
室内ガ ス濃度が労働許容濃度を超 えており,入 室をzた ほ うがよいこ
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文化財の修復に関す る調査研究,科 学的修復 方法の開発研究,応 用および
その公衷 を主務 としている。研究の対象は美術工芸品,建 造物,考 古資料,
民俗資料等の有形文化財をは じめとした,文 化財すべてを含んでいる。





第 二僚 復 技 術 研 究 室
紙 と布 を素材 とする文化財の修復技術 を研究 している。
絵画 ・文書類の素材 として,和 紙,絹 布,麻 布,木 綿布 とそれらの繊維,
顔料,染 料,接 着剤(膠,糊 など)を 対象 とする。繊維の強度変化 ・変色 な
どについての基礎的研究 と,紙 ・布 としての劣化要因探求により,修 復技術
開発に資する。現代の修復技術に不可欠な合成樹脂 その他の新素材 も,文 化
財修復の覗点から検討する。平成元年度から始 まった 「イ垂1外日本美術品の修










中地区である鎌倉市内4ヶ 所(高 徳院,円 覚寺,八 幡宮,史 跡永福寺)に
観測ステーシ ョンを設置 し,劣 化因子の測定を行 なうとともに大理石や銅
版サンプル等の暴露試験 を行なっている。鎌倉大仏の腐食状態の分析調査
も行ない,海 か ら飛来す る塩の影響 とみられる塩化銅や汚染環境下で生成




樒陀絵の文献は江戸時代の物は多数 あるが,そ れらのほ とん どは荏油
に密陀僧を入れるとい う原則をでず,そ の分量はまちまちであ り,ま た
様 々な添加剤が記載 されているが,秘 伝に近い物である。
密陀油に膠 を混和す る方法は,江 戸時代の文献にはな く,明 治時代の
文献に一例だけ見 られ る。膠 を入れることに よって油の乾燥 を促進す る
効果があるようだが,江 戸時代の文献に記載がないのはこれが秘伝 であ
るか らと考 えられる。
今回の実験は,こ れ らの文献 を参考に次のような点に注意 しなが ら
行った。①加熱時間をかえる,② 膠の影響 を見る,③ 密陀絵の影響 をみ
るである。密陀絵の理想的な状態は素速 く乾燥 し,さ らに塗膜が充分光
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遷に関する基礎研究の研究分担者 として,東 大寺文書,東 寺百合文書な
ど作成当初のまま保存されてい る中世文書料紙の材質調査 を行った。経
年による変色が異常に少ない文書,原 料の切断が顕著に見 られる文書な
どが,製 紙技術上,ま た保存性の観点か ら興味が持たれている。 〈増田>
4.材 質の劣化に関する研究
(1)木造文化財
a.京都 ・待庵の壁に変形がみられるために非破壊的 な調査法の検討 を行
なった。赤外線 と可視光による三次元測定 とX線 写真 による劣化 診断
を行 なうこととなった。<川野邊>




脆弱化が速い燃染め染織品の傍復法 を確立す るため,染 色に利 用さ
れる鉄の移動を追跡 したところ,繊維上に測定 される鉄分が 多くても,
その鉄が媒染剤に よって化11的に安定 している場合は劣化速度はそれ
ほど速 くないことが確昭された、,本研究は,絹 の劣化 に関する研 究と
して保存科学部 と共同研究 をしている。 また,文 化財保護振興財 団の







作成 し屋外暴露実験 を開始 した。〈川野邊〉
(2)紙質文化財
a)風邪引き紙の回復法
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により土石流の下に約2週 間埋 もれ,発 掘直後か らカビの発生が見られ
たので,乾 燥方法につ き相談があった。早急 な冷凍保存 と冷凍のための
包装方法を指示 した。乾燥方法,修復処置に関 しては平成6年 度に検討,
実施す るこ ととした。〈増田〉






(6)国宝厳島神社大鳥居の根継部分の修理仕様 を決定 した。 〈川野邊〉





観世音寺境内の木棺墓か ら出t:した漆 ア箱は,素 地が完全に腐朽 して
漆膜のみの状態で出土した。この漆 手箱は周囲の土 とともに木枠 内に取
り上げ られているが,方 形の箱の大 きさが惟測出来る状態にあった。箱
の内容物は まだそのままになってお り,湖州鏡等がX線 透視写真によっ
て確認 されている。本研究は3年 度計画でおこなわれる。今年度は,漆
膜 を完全に露出させ るために,L砂 の除去を行い,漆 膜 を取上げ別途保
存 し,内容物 を取 り出す 予定であったが,漆 膜の破損状態が予想外に悪
かったため周囲の土を除去するにとどめた。<中里 ・青木>
b.袋井市石ノ形古墳出土金属製品の保存修復研究
5世紀後半の古墳か ら短甲,大 刀,鉄 斧,鉄 地金銅張轡鏡板 などが発
掘 された。発掘 中からこれ ら金属製晶の埋蔵環境を調査 し,ま た脆弱な



















文 献資 料 研 究室
美術史関係 を中心 とした図書 ・雑誌,調 査研究活動によって収集 された各
種研究資料の整理 ・保管 ・閲覧 を行 っている。また,日 本 ・東洋古美術関係
の文献 目録の作成 とともに文献データベースの開発を行 っている。各年分の
文献 目録 はr日 本美術年鑑』に掲載 し,一 定期間 ごとに総合 ・増補 し 『日本・











1.美術情報処理 システムの研究一 データの共有化を中心 として一(10年計画
の第5年 次)
(1)共有デー タの生産 ・蓄積
1)文献,図 書各データの蓄積 を継続 し,ま た売立目録データの入力を
おこなっている。
2)画像 デー タは,デ ジタル画像 としてPhotoCDの賦験板 を作製し,そ
の利用の ための賭条件 を検討 した。また,アナ ログ画像 としてレーザー
ディスクへの画像取 り込み を継続 した。
(2)パイロッ トシステムの構築




客貝研究貝の協力を得 て,レーザー ディスク,PhotoCDのマ ッキン
トッシュによる検索システムを試作 した。
3)ロ ーカルエ リアネッ トワー クシステムの整備 ・運用 ・評価












2)文化庁 を中心 とす る文化財情報ネ ットワー クシステムへの対応
LANの拡充 を図 り,所 内システム環境 を整備 しつつある。
(4)デー タの研究的利用法の検討一 美術研究におけ る 「こ とば」の問題の
基礎的研究
1)美術記述における語彙の特性の分析基礎研究 を開始 した。
2)蓄積 されたiを もとにした検索ツール としての利用法の検討
語彙の蓄積(文 献か らのキーワー ド)のみ継続 した。
2.莫術史における画像処理技術の応用に関する基礎的研究(5年 計画の第
5年次)
(1)デジタル画像処理 とパ ッケー ジソフ トの開発
美術作品の分析に関する前年度 までの実験結果 を総括 して,シ ミュ
レーション ・多重表示 ・分析等のルーチー ン化 を試みるなど,画 像の入
力 ・処理 ・記録蓄積 を一貫 した作業のもとで可能 にするパッケー ジソフ
トを完成 した。
② 画像の蓄積 とデータベースシステム
1)所蔵資料の画像デー タ蓄積(ア ナログ ・デー タ)
前年度にひきつづ き,科 学研究費助成 「有形文化財映像デー タベー
ス」(代表者:東 京国立博物館 ・高見沢明雄)に 参加 し,所蔵 ガラス乾
板(2,500枚)の画像 をレーザーデ ィスクに収めた。あわせて,タ イ ト
ル ・作者名 ・所蔵先などをデータベースとして,画 像 を検索できるよ
うに した。
2)画像デー タの実験(デ ジタル ・デー タ)
コンパ クト・ディスクと同一規格のPhotoCD(静止画像100枚の記
録可能)を 実験的に作成 し,画像の精度 ・色調,処 理速度 などの点か
ら評価 を試みた。
(3)次年度以降の研究計画
デジタル画像の実用 にむけた開発が活発 となり,フ ィルムを中心 とす
る画像資料 をデジタル画像 に置き換 えてい くための準備 と実験 をすすめ
る状況が整いつつある。デジタル画像 を中心に計画を検討 している。
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2)研 究文献デー タペー スの作成





で運用 し,複 数の研究室での利用を可能 とした。ロー カルな環境にお
ける文献資料デー タの利川面については概ね評価できる。
2)冊 子目録に よるデー タの公開については本データベー スの出力で対
応す る見通 しを、Zてた。
3)本研究で作成されたデ ータベー スの美術 史研究支援 データベー スへ
の統合は,長 期研究計画の1'tで繊統 して研究す る。
(3)全文テキス トデー タペー ス
既存全文デー タファイルをLANf:で利用 口r能とした。
4.日 本武装史研究
刀剣 ・甲陶 ・馬具 ・弓箭具などの武装研究は,従 来,有 職故実 と作品研
究が別々に行われているが,こ れを作品 ・故実 ・文献資料 をあわせ て行 う
ものである。本年は猿投神社の刀装類の調査 を行 ったが,今 後,絵 巻物 ・





神護寺薬師如来像については,伝 来,儀 礼,安 置空間 とともに検討 し,平





東寺兜蹟毘沙門天像 を中心に請来彫刻の メディアとしての機能 を分析 し
た。<長岡>
6.鎌 倉時代絵画史の研究
鎌倉時代 を中心とする作品の調査 を継続。 肖像画の分野 では談山神社蔵
藤原鎌足諸像,宝筒院蔵伝足利義詮像,称名寺蔵金沢四影などの調査 を行っ
た。義詮像 については赤外TVに よる,洋細な調査 を行 ったが画讃部分の絹
の損傷が激 しくその解読には充分な成果 をあげることができなかった。同
時に本年は世俗人物 肖像 画制作における禁忌意識が単に呪誼に根づ くもの
でない可能性について検 討,ま たわが国の世俗 人物肖像画の 「かたち」に
つ きまとう諸問題についても検討,そ の成果の一端を所内研究会,シ ンポ
ジウムなどで発表した。主題 としての人の問題 は物語 としての伝記に広が
るが,法 然伝絵 ・東征伝絵 など高層伝記絵の調査 も昨年 に引続き継続 した。
調査研究の経過で収録 しえた資料記録類の機械可読デー タとしての蓄積
もまた同時に進め,研 究資料の共有化,有 効利用の方法について検討 を開
始 した。〈米倉>
7.近 世絵画史研究
平成5年 度文部省科学研究費補助金一般研究(B)「画像 と言語 一東洋美




研究」(井手 ・長岡)の 助成をうけ,請 来画像 のメディアとしての機能 を分
析するとともに,請 来美術に関する基礎資料の収集を行 った。 また文部省
在外研究員 として,欧 米各地の美術館(ギ メ美術館,メ トロポリタン美術
館,ボ ストン美術館等)を 訪問し,近 代になって 日本より流出 した中国 ・
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中国の河北省 ・河南省 ・甘粛省 ・新彊 ウイグル 自治区の石 窟寺院をたず
ね,阿 弥陀図像 を中心に調査 を行った。 その研究対象は絵画 資料,な かで






情報の収集が大切である。また,国 際協力 として最 も大切なこ とは人材の養
成で,研 修事業がきわめて重要である。 文化財保 イ∫:修復披術の向f'のための
研究 を推進 して行 くための国際共同研究 もTcな 事業である。 そこで,国 際
貢献の一環 として,わ が国に文化財の保イ∫二,修復に関わる情報,研 修,研 究
の国際協力セ ンター を設立すべきとの声が高よ1て いる、,
国際文化財保 存修復協力室は,セ ンター1没、Zに向けて,従 来のアジア文化
財保存研究室 を拡充 し平成5年4月 に発足 した、,現在,協 力室では世界各国,
各地域の文化財 とその保存に関す る資料の収築,整 理,デ … タベースの作成
を行 ってお り,ま た,国 際共同研究,国 際会議 ・セ ミナ 一ーの 企画,実 行や諸
外国の専門家の研修に関する仕事 を行 っている。さらに,基 礎研究 として,









1)ア ジア文化財保存セ ミナーにおいてカン トリーレポー トを行 ったア
ジア各国の代表に,各 国の最 も代表的な文化財について,そ の保存状
況 と保 存対策についてのア ンケー ト調査 を行い,多 くの情報を得 た。
昨年度(第3回)までに得 られた情報について項 目別に整理,解 析 し,
レポー トに まとめた。<西浦>
2)国 内 ・外で開かれた国際的な会議,講 演会,研 究会等に積極的に参
加 し,多 くの情報 を得た。〈西浦,松 本,朽 津〉
(2)組織,機 構,プ ロジェク ト等についての調査
1)ア ジア文化財保存セ ミナーにおいてカン トリーレポー トを行 ったア
ジア各国の代表に,各国の文化財の保存に関わ る組織 機構,プ ロジェ
ク ト等について,そ の現状 と課題についてのアンケー ト調査 を行い,
多くの情報を得 た。昨年度(第3回)ま でに得 られた情報につ いて項 目
別に整理,解 析 し,レ ポー トに まとめた。<西浦>
2)東 京国立文化財研究所 を訪れた諸外国の文化財保存関係者か ら個別
に各国の状況 を聞 き取 り,資 料 とした。
3)文 化財の保存,修復 に関わる人材について情報を収集 し,データベー
スを作成中である。<西浦>
4)国 内 ・外 で開かれた国際的な会議,講 演会,研 究会等に積極的に参




1)埼 玉県深谷市の 日本煉瓦工場よ り採集 した,劣 化 したレンガ試料 を
岩石学的に研究 した結果,レ ンガ試料において も,粘土鉱物の溶脱や,
塩類の析出による脆弱化など,通 常 の岩石 と同様なメカニズムで劣化
が起 きていることが確認 された。<朽津>
2)タ イ国石造遺跡において採集 した石材を岩石学的に研究した結果,
もともと風化 した岩石 を装飾用に用 いている遺跡があることが判明し
た。<朽津>
3)佐 賀県鵜殿窟磨崖仏群の劣化状況 を調査 した結果,砂 岩の粒子間を
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埋めているセメン ト物質が溶け出すことによる岩石の凝集力の低下が
起 きていることが確認された。<朽津>
4)ブ リュ ッセル市庁舎において,石 像の劣化を観察 した。その結果,
この石像は砂質石灰岩でで きてお り,方解石の部分が選択的に溶解す
るために石材が脆弱化 し,崩落が起 きていることが判明 した。<朽津>
5)プ ルー ジュ救世主大聖堂において,煉 瓦の劣化現象を観察 した。そ
の結果,ここではもともと方解石を含んだ特殊 な煉瓦が使われてお り,
それが雨水等と反応するこ とによって石膏を形成 し,煉 瓦の劣化 を生
んでいることが判明 した。<朽津>
6)細 か い結晶粒 子 を吹 き付け るこ とに よって,趣 造物等の石材 を ク
リーニングする方法の有効性について,走 査型電f・顕微鏡等 を用いて
評価 を行 った。その結果,ク リーニング法 としては極めて有効である
ものの,一 部の粗粒石材に対 しては,石 材白体に までダメー ジを与え
る恐れがあることが判明 した。〈朽津 〉
② 石材の保存材料に関す る鯛査研究
1)石 材の強化および搬水処理に用い られる代表的なシ リコー ン樹脂に
ついて,そ の物性 を比較検討するための実験を行 っている。凝灰岩,
砂岩,安 山岩試験片を用 いた浸透生測定,石 粒を川いた強化 力評価実
験,処 理石材の水蒸気透過性試験 を行ってお り,特 に,ヨ ー ロッパで
広 く川い られているエチルシ リケー ト系強化剤 であ るWackerOH
とH本 で 多く用い られているメチル トリエ トキシシラン系椴水強化剤
であるSS-101との比較を行っている。<西浦>
2)中 国 ・楡林窟の保存対策に用 いられている岩体強化剤 としての珪酸
カリウム水溶液の応用について現地調査 を行った。<西浦,朽 津>
3)神 奈川県,承 文 ・元箱根石仏群の保存修復に関 して,岩 石の含浸強
化処置,搬 水処置についての現地調査を行い,ま た,樹 脂の浸透性,
搬水効果(地 衣類防除効果)に ついての現地奥験 を行 ってい る。<西
浦〉





番観音のみ独立丸彫 りであるので,こ れを東文研に持 ち込み,ク リー
ニ ング(ゼ リーパ ック)と 保護(搬 水性 シラン樹脂含浸)処 置を行 っ
た。現在,風 雨に曝され る元の場所に戻 されてお り,今 後定期 的な観
察 を行 う予定 である。<西浦>
2)福 島県小高町,史 跡 ・薬師堂石仏の劣化状態 を定期的に調査 してお
り,大 屋根架設後の岩体の乾燥 に伴 う状態変化について,保 存処置法
を踏まえつつ,調 査を行 った。<西浦,朽 津>
3)埼 玉県吉見百穴を調査 し,主 たる劣化原因 となっている塩類風化 に
ついて,実 験 を交えて考察を行 った。その結果,塩 類風化は,水 ・岩
石の相互作用によって引き起こされるが,同 じ岩石で も,そ のおかれ
ている環境によって晶出塩類 も異なり,従 って劣化状況 も異なるとい
うことがわかった。<朽津>
4)シ リア ・アインダーラ遺跡の石彫像の劣化現象と保存,修 復方法に
ついて調査 を行い,基本的な保存方針,計画 を提案 した。〈西浦,三輪>
5)中 国西北部 を中心に多 くの石窟 を訪れ,劣 化状況の調査 を行 った。
<西浦,朽 津,三 輪>
6)ス リランカ文化三角地帯の石(レンガ)造建造物遺跡お よび壁画にっ
いて,そ の劣化状況 と保存対策についての調査 を行 った。<西浦>
3.その他
(1)古建築の保存を目的 とした外装塗装(丹塗)の物性評価
木造古建築の丹塗 り塗装の耐久性について,調 査お よび実験的研究を
行っている。新材料(合成樹脂)を含めた種々の材料について,さ まざま
な劣化促進処理 による物性評価 を進行 中であ る。(科研 ・試験研究)<西
浦〉
② 大阪市立博物館所蔵の コプ トィ∫彫の劣化現象と保存修復処置の研究
イタリアか ら贈 られた5世 紀の もの とされているコプ ト石彫が,収 蔵
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法隆寺建築の雲形斗棋に代表 され る装飾的建築細部の意匠的特質 を考
察 し,こ れらの類例 と考 えられ るもののうち,特 に漢代石闊の斗供表現
と,高 句麗壁画古墳に見られる雲文表現 とに注 目し,比 較検 討を行 って
いる。今後,対 象 とすべ き資料 を地域的に拡大 し,広 くその系譜を解明
してい く予定である。〈松本 〉
(4)日本建築の疑似構造についての史的研究




1)日 本各地から出土 したイ1器石材の うち,従 来岩石名が不明とされて
いた ものについて,そ のギ}石組織 を鋭票することによって,正 確 な岩
石名を与えて分類を行 った。 また,岩 石名をil-.確に命名す るための基
準 を作成 した。<朽津>
2)香 川県下の古墳の竪穴式石室に川いられている石材について,岩 石
組織に基づ く原産地推定を行 い,石 材の流通について蹴論 した。<朽
津〉





域 を訪れ,日 中共同で下記の澗査,研 究,協 議 を行 った。
三輪 嘉六(修 復技術部長)
増田 勝彦(修 復技術部第二修復技術研究室長)







1)194(195)窟と53(469)窟に設置した温度,湿 度,日 照,外 部風速,内








6)キ ジル千仏洞,ク ム トラ石窟,ク ズルガハ石窟等関連遺跡の調査。
(2)第2次訪中
平成5年9月30日 一一10月12日に下記の訪中団が敦煙を訪れ,日 中共同
































平成6年3118日,協 力会議委貝,文 化庁関係者,東 文研関係者が出席




4)圖 際会議の平成7年 度 日本開催について
(2)スミソニ ア ン研 究機 構 との 国際研究 交流
科学研究費で 「科学技術を利用 した文化財研究法の開発1と い うテーマの
もとで,青 銅器,陶 磁器,遺 跡調査法の3つ の研究課題の ドに共同研究を進
めている。5年 度はH本 側か ら,戸 津韮之介(東 京}}.1¥術大学),村上隆(奈 良
国立文化財研究所),平尾良光(東京国立文化財研究所)が 訪米 し,青銅器に
ついての共同研究をアメll力側研究者 と行い,遺 跡鯛査法については,西 村
康(奈 良園 立文化財研究所),亀井宏行(千 葉大.,).ディー ン ・ グッドマ
ン(マ イア ミ大学中島分室)が 渡米 し,現地の遺跡探査を行 った。 また昨年
に引き統 き,中 国社会科学院世界宗教研究所の金正耀氏がス ミソニアンと東






関する基礎データの収 集に努めてきた。平成2年 度よ り,古文化財科学研究
会が 日本芸術文化振興会か ら助成金を得て 「海外所在の 日本文化財 を対象 と
す る調査研究」 を行 うことになり,当 研究所がその委嘱 を受けて調査研究 を
担当 した。平成2年 度 のメ トロポ リタン美術館,3年 度のバー ク・コレクショ
ン,バ ー ク・ファウンデー ション,4年 度のフィラデルフィア美術館の調査
に引き続 き,5年 度はプライス ・コレクション所蔵の作品の調査 を行い,そ




科学研究費国際学術研究海外学術調査により,昨 年度か ら3ヶ 年計画で調
査研究 を開始 した。本年度は,12月 に西浦忠輝,三 浦定俊,松 本修 自の3
人が タイ国を訪れ,東 北部 のクメールの石(レンガ)造遺跡 を中心に調査を行
い,代 表的 な遺跡であるパ ノン ・ルンおよびムアン ・タムに環境計測 システ
ムを設置 した。3月 にタイ側研究者3名 を招聰 し,日 本の保存研究状況を理
解 して もらうと同時に,具 体的な研究の進め方について協議を行った。
(5)文化財保護に関する日独学術交流
平成5年 度か ら文部省科学研究費を受けて,「漆 ・ニスなど伝統的天然樹脂
塗膜の劣化 と保存」に関す る研究が開始 された。7月1日～11日に沢田正昭 ・
工楽善通(以 上奈良国立文化財研究所),三 浦定俊 ・佐野千絵 ・尾立和則(以
上東京国立文化財研究所),10月18日～25日に新井英夫(東京国立文化財研究
所名誉研究貝)が 現地で調査 と討議を行 った。
また,11N8f1～17日に ドイツ側研究者3名 が来 日,漆に関する国際 シンポ






①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④研究発表
⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他 平成5.4～6.3
所 長
西川杏太郎
③ 文化財と国際協力(慶 慮義塾大学での講演記録)「 三 田評論」9566.3
⑤ 大和の仏か ら(特 別展講演)東 京国立博物館5.4.17
⑤ 高僧の肖像彫刻(特 別展講演)奈 良国立博物館5.5.22
⑤ 日本美術 史～ 日本文化の特 色(在 外公館職貝研修)
外務省研修所5.4.19お よび5.10.20
⑤ 伝統文化 とわが まちの文化財(社 会教育主事講習)
lK!立教育会館社会教育研修所
⑤ 文化財保存のための伝統的 な材料 と技術(基 調講演)








① 宋紫石と南顔派 「H本の美術」326至 文堂
② 中国画研究院の10年とll咽画壇の動向
「現代中国画の動向展」図録 日中友好会館美術館
























































① 河鍋暁斎と菊池容斎 日本の美術325至 文堂















② 近代化が生んだ"歴 史"と"歴 史画"
ピロティ89(兵 庫県立近代美術館)5.10
② 歴史史料 としての コレクション 「近代画説」2明 治美術学会5.12
一57一
調 査 研 究
② 欧米所在の横山大観 の作品につ いて
―大英図書館.ア シュモ リアン美術館.ヴ ィクトリア ・アルパー ト博物館」
(秘蔵 日本美術大観4)講 談社
② 欧米がひれ伏 した"画 鬼"河 鍋暁斎 「芸術新潮」45-3新潮社
② 人から人"間"へ 一個 としての人体
第16回国際研究集会 「東アジア美術における人のかたち」報告書
イメージ リーディング叢書 「人の 〈かたち〉人の 〈からだ〉」
平凡社
③ 東京美術学校交友会誌 とは 叢書案内 ゆまに書房
③ 美の倉(福 田平八郎 雨)
「青淵」530渋 沢青淵記念財団 竜門社
③ 作品解説(狩 野芳崖筆 悲母観膏図)「 国華」1172
③ 展評(大 正 日本画の若 き俊 英たち 今村紫紅 と赤昭会)
「BT]680美術出版社
③ 作品解説
『大英図書館.ア シュモリアン美術館.ヴ ィクトリア ・アルバート博物館」








































② 天橋立図論の前提r日 本奨術全集」第一三巻 講談社







② 柿本人麿像 における 「かたち」 と 「意味」
第16回国際研究集会 「東アジア美術 における人のかたち」報告書6.3
イメー ジリーデ ィング叢書 「人の 〈かたち〉人の くからだ〉」
平凡社6.3
③ 雪舟筆花鳥図屏風等解説r日 本美術全集」第一三巻 講談社5.10
③ 拙宗筆山水図等解説 「正木美術館名品図録』 正木美術館5.10
④ 日本美術における人のかたち 美術部 ・情報資料部研究会5.11.17
④ かた ちとこ とば 情報処理学会 シンポジウム 日本学術会議6.1.12
山梨絵美子(主 任研究官)
③ 「ゆ りの美術館」集英社5.7
③ 日本美術院洋画部出品作家 ・作品解説 「大正の熱 き風」展図録6.1
③ 小山正太郎筆 「秋景図」 「美術研究」3575.7
③ 「黒田清輝 日記」他9項目の解説
『日本現代文学大事典』(明治書院)5.12
⑤ 日本近代美術 史概説 メイプル ・センター5.4.10/17/24,5.8/15
⑤ 女性 と美術 「シカゴ万国博覧会女性館 をめ ぐって」
三重県立美術館5.9.25
明治絵画 と西洋絵画 学習院大学5.12.2
ノーマン ・プライソン 「日本近代洋画 と性的枠組み」英文和訳
⑤
⑥
第16回国際研究集会 「東アジア美術 におけ る人のかたち」報告書6.3
イメージ リーディング叢書 「人の 〈かたち〉人の 〈か らだ〉」
平凡社6.3
⑥ 書評 粟津則雄 「自画像 は語 る」 週刊 ポス ト5.5.28











①r仏 像彫刻の鑑賞基礎知識」(光森,石 松 と共著)至 文堂5.12
② 中国南北朝時代の如来像着衣の研究(下)(石 松 と共著)
「美術研究」3575.7
② アユタヤの仏教美術 「月刊文化財」3635.12
④ 中国 ・龍門石窟における 「優填王像」に関す る研究
所 内総合研究会5.4.6
④ 關於"優 填E像99的研究
龍門石窃 千五 百周年国際学術研討会(中国 ・河南省洛陽)5.9.8
④ いわゆる邪鬼について
芸能部美術部情報資料部合同 「鬼」研究会5.9.21
⑥ 龍門イ湘 一T・1i.1`1周年に寄せて 「11中文化交流」5255.8
三輪 英夫(第 二研究犠長)
① 小田野di武と秋HI蘭画flの 美術327至 文堂5.7
① 明治の洋画家たち(共 著)ll本 の近代 災術3大 月書店5.7
③ 日本洋画の二巨匠一燃田清輝 と藤島武二
「黒 田清煉 と藤島武二展」図録 稲沢 市荻須高徳記念美術館5.10
③ 描かれた明治のお姫様 学lr会会報8026.1
⑤ 黒田清輝一人と作品一 秋田iiiT一秋築術館5.7.24
⑤ 黒田清輝とパルピゾン派(シ ンポジウム ・ノくル ピゾン派 と日本)
山梨県立美術館5.11
⑥ 明治期美術展覧会出品 目録(編 集)中 央公論美術出版6.3
芸 能 部
蒲生 郷昭(芸能部長)





























































































































② 武器 と芸能 一その1-「 芸能の科学」226.3
② 佐渡の花笠踊考 一橘法老氏の遺稿 を中心に一 「越佐研究」516.3
⑤ 神楽 と採 り物一鉾 を中心に して 一




② 山口県油谷町楽踊 りの継承 「民俗芸能」186.3
③ アジアの弦の響 き アジアフェスティバル5.9
④ 八月踊 りを携えて都市に移住 した人々 民俗芸能学会5.10
④ バ リ島のガムランの演奏グループ 「スカバ」の原理 東洋音楽学会5.12.4
⑤ 世田谷の生活の歌 テ レビ東京6.2




① 第7章 第8節 保存環境計測r美 術工芸品の保存 と保管」
田辺三郎助 ・登石健三監修 フジ ・テクノシステムpp.411-416
② 衛星画像を用いたアユタヤ遺跡調査(花 泉,竹 内と共著)
一63一
6.3
調 査 研 究
「写真測量 とリモー トセンシング」32-4pp.43-46
② 新設博物館 ・美術館等における保 存環境の実際(佐 野,石 川 と共著)
「月刊文化財」355pp.34-42















敦 煙 周 辺 の 天 然 水 と 中 国 の砂 漠 の 折 出 塩 の 化 学 組 成(北 野,馬 淵 ら と共 著)
「保 存 科 学 」33PP.1-266.3
敦 煙 莫 高 窟 の 気 象(3)一敦 煙 地 域 の 降 水 特 性,特 に莫 高 窟 の 保 存 に 関 わ る 大 雨
に つ い て 一(高 橋,藤 田 ら と共 著)
「保 存 科 学133pp.27-346.3
エ ミ シ オ グ ラ フ ィ に よ る 日本 絵 画 の 研 究
「佛 教 芸 術 」213pp.42-516.3
衛 星 画 像 を用 い た ア ユ タヤ 遺 跡 の 保 存 状 況 鯛 査(花 泉,竹 内 と共 同)
il本文 化 財 科 学 会 第10回 大 会5.5.22







エ ッ ク ス 線 で 考 占学 に 挑 む
第21回日本アイソトープ ・放射線総合会議6.2.2-4
文化財の保存(環 境)








② 新設博物館 ・美術館等における保存環境の実際(三浦 石川と共著)
「月刊文化財」355pp.34-42
② 東大寺南大 門仁王像 噂形の修復材料の選定に関する基礎デー タ
(朽津,馬 淵 と共著)「 保 存科学」33pp.35-46
② 敦燈周辺の天然水 と中国砂漠の折出塩の化学組成
(北野,馬 淵 らと共著)「 保存科学」33pp.1-26
④ コンクリー トか ら発生するアルカリ性物質について
一文化財材質への影響 第15回古文化財科学研究会大会
④ 鉄 タンニン染織文化財の保存 と劣化 一染織材料の科学分析一
(川野辺らと共同)第15回 古文化財科学研究会大会










平 尾 良 光(化 学 研 究 室 長)
② 考 古 学 へ の ア イ ソ トー プ 利 用
「日本 ア イ ソ トー プ 協 会 会 誌 」42p.257-2585.4
② 神 奈 川 県今 小 路 西 遺 跡 か ら 出 土 した 銅 製 品(宋 銭)の 自 然 科 学 的 調 査
(平尾 良 光,瀬 川 富 美 子)
「神 奈 川 県 鎌 倉 市 今 小 路 西 遺 跡 」p.76-985.7
② 戦 国 古 銭 的 鉛 同 位 体 比 値 研 究(金 正 耀,W.T.Chase,馬 淵 久 夫,三 輪 嘉 六,
平 尾 良 光,趙 匡 化,陳 栄,化 覚 明)「 文 物 」8p.80-895.8
② 佐 賀 県 唐 津 市 久 里 大 牟 田遺 跡 か ら出 土 し た 鉛 製 矛 の 自然 科 学 的 研 究
(平尾 良 光,榎 本 淳 子)「MUSEUM」509p.26-345.8
② 日本 産 標 準 岩 石 の 鉛 同 位 体 比(松 本 哲 一,平 尾 良 光,富 樫 茂 子)





調 査 研 究




第13回国 際 研 究 集 会Proceedingspp.107-119.5.
② カマ ン ・カ レホ ユ ッ クの 第6次(1991)およ び 第7次(1992)調査 で 出 土 した 銅
製 品 の 鉛 同 位 体 比(平 尾 良光,榎 本 淳 子)
「ア ナ ト リア 考 占 学 」3pp.91-1066.3
④ 藤 原 宮 跡 か ら出 土 し た 鉛 ガ ラ ス の 自 然 科 掌 的 研 究
(肥塚 隆 保,平 尾 良 光)日 本 文 化 財 科 学 会 第10回大 会5.5.22
石川 陸郎(物 理研究室)
② 新設博物館 ・美術館等における保存現境 の実際(三 浦,佐 野 と共著)
「月刊文化財」355pp.34-42














































大気汚染 と文化財に関す る調査研究(特 別講演 ・地球環境 と文化財)
第34回大気汚染学会5.12.13
酸性雨の影響(お はよう トップ情報)NHK総 合テレビ6.1.27
文化財 と酸性雨(特 別企画 ・酸性雨 とその影響)
日本化学会第67回春季年会6.3.29
木川 りか(生 物研究室)





③ 脂肪酸研究会 に参加 して 「遺跡探査ニュースレター」7p.35.9
山野 勝次(生 物研究室)
① 第7章 第4節 昆虫 『美術工芸品の保存 と保管』
田辺三郎助 ・登石健三監修 フジ ・テ クノシステムpp.363-373
① 第7章 第5節 防虫 『同上』pp.374-381
② 水ガラスによる防蟻処理(第2報)




調 査 研 究
「しろあ り」92p.3-9
② 山口県上関町で発見 されたアメリカカンザ イシロアリ
「文化財の虫菌害」25p.22-25
② 薬剤 を使わないシロア リ防除法 「しろあ り」93p.14-23
② 木酢液の防蟻効力について 「しろあ り」94p.28-31
② 認定薬剤4リ クタスーES"の防蟻効力試験
「文化財の虫菌害」26p.3-11
③ 八丈島野外 シロア リ試験地について 「しろあ り」92p.37-41
③ 建造物に大害 をもたらあ したオオハナカ ミキ リ
「家屋害虫だより」2p.7-8
③ 家の中の害虫退治(シ ロア リの部)「HealthyTALK」92p.2-7
③ 文化財の虫菌害防除法研究の動向
「文化財の虫菌害」25p.3-7








































平成6年 度 しろあ り防除施工士資格 第1次 指定講習会
(社)日本 しろあ り対策協会6.1.28
⑥ 訪問販売 「しろあ り」93p.415.7





① 第7章 第3節 カ ビ 「美術 工 芸 品 の 保 存 と保 管 」 田 辺 三 郎 助 ・登 石 健 三 監 修







































中 里 寿 克(第 一 修 復 技 術 研 究 室 長)
② 中 尊 寺 経 蔵 露 盤 羽 目板 の 修 復 処 置 「保 存 科 学 」33号6.3.31




⑤ 会 津 若 松 支 援 セ ン タ ー 工 芸 短 期 研 驚 文 様 学[II5.12
⑤ 劣 化 と保 存 各 論 一 漆 一
博 物 館,美 術 館 な どの 保 存 担 当学 芸 貝 研 修5.7.27
増田 勝彦(第 二修復技術研究室長)
② 紙文化財の補修について,科 学研 兜報告
一各種セルロー ス材料に よる劣化紙の補強ノ∫法の開発 一6 .3
③ ワシン トン,フ リーア美術館にあ る日本絵画 を修理す る,
特集 ・世 界の文化財の保 存修復協力 「文化庁 月報」No.3025.11
⑤ 劣化 と保 存各論III一紙 一
博物館 ・美術館等の保存担 当学芸貝研修5.7.28
⑤ 修復材料 各論一伝統材料 一
博物館 ・楽術館等の保存担 当学芸貝研修5.7.21





























① 『久能山東照宮傳世の文化財 ・刀剣編』 久能山東照宮6.3









調 査 研 究
「青丘学術論集」4韓 国文化研究振輿財 団6.3






r日本美術全集」9(縁 起絵 と似絵)講 談社5.8
宋代の阿弥陀画像 美術部 ・情報資料部研究会6.1.26
翻訳 ヘルムー ト ・プ リンカー著
「西洋の眼か らみた東洋美術の人のかたち」
第16回国際研究集会 「東アジアにおける 〈人のかたち〉」報告書6.3
イメージ リーディング叢書 「人の くかたち〉人の くか らだ〉」
平凡社6.3
米倉 迫夫(文 献資料研究室長)
①r日 本美術全集」9(縁 起絵 と似絵)講 談社5.8
② 鎌倉時代の絵画一物膳 と景観 と人の絵画 をめ ぐって一
r日本美術全集」9(縁 起絵 と似絵)講 談社5.8
② 美術研究における情報の共有基盤を考えるrア ー トドキュメンテーシ ョン
通信」 アー トドキュメンテー ション研究会5.10
② 写実を拒む もの一世俗 人物の遺像 をめ ぐって


























④ 古代中国におけ る く極楽〉イメージの形成
美術部 ・情報資料部研 究会5.7.28





























平成四・五年度科学研究費補助金(一 般研究B)「画像 と言語一東洋美術 史に
おける比較研究一 」研究成果報告書6.3
16世紀の美術 と環 シナ海文化圏 美術部 ・情報資料部研究会5.6.23







調 査 研 究
長岡 龍作(写 真資料研究室)
② 美術史研究 と画像情報r人 文学 と情報処理 」第3号6.2
② 神護寺薬師如来像の位相一平安時代初期の山と薬師一
r美術研 究」3596.3
④ 「人のかたち」 と 「仏のか たち」の間一平安初期の山の像一
美術部 ・情報資料部研 究会6.10.20
⑥ 翻訳 サムエル・C・モー ス著
「救済への装い一1一二 ・十三世紀の裸形像」
第16回国際研究集会 「東アジア美術における人のかたち」報告書6.3
























置一(岡 部 らと共同)「 保存科学」336.3
② アジア諸国における文化財保存の現状 一アンケー ト調査の結果 と考察一(二
神 と共同)「 保存科学」33
② 敦煙周辺の天然水 と中国の砂漠の析 出塩の化学組成(北 野 らと共同)
「保存科学」33
























































朽津 信明(国 際文化財保存修復協 力室)
② 敦焔莫高窟壁画的塩類風化(朽 津 ・段)
「敦燭研究文集」石窟保存編 ・上5.6
② 敦燈周辺の天然水 と中国の砂漠の析出塩の化学親成(北 野 ・馬淵 ・三浦 ・西
浦 ・佐野 ・朽津 ・日下 ・段)「 保存科学」336.3
② 東大寺南大門仁王像呼形の修復材料選定に関する基礎 データ
ー木尿漆の木尿の調査および錆漆中の鏑の調査一(佐 野 ・朽津 ・馬淵)
「{呆イ∫:手斗学」336.3
② 入水;三十三観音石仏の保存修復研究一大理石製石仏の クリーニングと保護処
置一(西 浦 ・岡部 ・朽津)「 保存科学」33
④ 敦燈 莫高窟の地質環境II一蒸発若の形成一(朽 津 ・股)
日本地質学会第100年会
④ 沙漠地域における文化財の保存一中国敦燃 莫高窟の例 一(朽 津 ・段)
日本沙漠学会第4回 学術大会
④ 古墳石材の岩石学的研 究一香川県下の例 一
日本文化財科学会第10回大会
④ 大理石磨崖仏(入 水三十三観音)の 保存 〔1〕一保存環境一
(朽津 ・萩谷 ・西浦)第15回 古文化財科学研究会大会
④ 大理石磨崖仏(入 水三十三観音)の 保存 〔1〕一保存処理一
















劣 化 と保 存 ガ ラ ス 博 物 館 ・美 術 館 保 存 担 当学 芸 貝 研 修5.7
石 造 文 化 財 の保 存 と修 復(EddyDeWitte氏 の 講 演 の 要 約)














瀟湘八景の受容 と樽生産 一十五世紀 を中心 とした絵画の場一
鈴木 廣之
陶冷 月について 一近百年来中国絵画史研兜琉一 鶴 田 武良
ウィーン万国博覧会出品 目録草稿(美 術r芸 編)(.つ(研 究資料)
横溝 廣子
美術研究 第359号(平成6年3月)
神護寺薬師如来像の位相 一平安時代初期 の山 と薬師 一 長岡 龍作


















古典芸能についての研究論文,調 査報告,資 料翻刻等 を掲載 している。平
成5年 度は下記の論考集 を刊行 した。
芸能の科学22(平成6年3月 発行)
武器 と芸能一その一一




















北野 康 ・馬淵 久夫 ・三浦 定俊 ・西浦 忠輝 ・佐野 千絵 ・
朽津 信明 ・門倉 武夫 ・日下部 実 ・段 修業
敦煙莫高窟の気象(3)
一敦煙地域 の降水特性,特 に莫高窟の保存にかかわる大雨について一
高橋 英紀 ・藤田 創造 ・三浦 定俊 ・張 押軍 ・王 宝義
東大寺南大門仁王像噂形の修復材料選定に関す る基礎 データ
ー木尿漆中の木尿の調査および錆漆中の錆の調査一
佐野 予絵 ・朽津 信明 ・馬淵 久夫
出土木材PEG処 理液の腐敗原因と防除対策 木川 りか
中尊寺経蔵露盤羽 目板の修復処理(受 託研究報告第66号)中 里 壽 克
入水三十三観音石補都 県の保存修復研究
一大理石製イ1仏の クリーニングと保護処置一(受 託研究報告 第67号)
西浦 忠籾 ・岡部 昌子 ・朽津 信明
アジア諸国におけ る文化財保存の現状 一アンケー ト鯛査の結果と考察一
西浦 忠輝 ・二神 葉F






担 当)の プロシーディングス(和 ・英文)を,5年 度に刊行 した。集会で
は,能 の伝承の諸相,能 と現代芸術の交流,欧 米における能の受容,復 曲
能の意義 と活動などについて,有 意義な発表と活発な討議が行 われた。本











世 阿 弥 の 身 体 松 岡 心 平




室 内 歌 劇 「浅 茅 ケ 宿 」 に お い て 試 み た こ と











エ ズ ラ ・パ ウ ン ドの 能rト リス タ ン 』
(Explicationof"TadatsunoSaemon")
t狂 の 祖 型 一 『多度 津 左 衛 門 』 の 演 劇 性 一
SessionIVNewlyRevivedPieces)
能 に お け る 「演 出 」 をめ ぐっ て
独 吟 一 管 「海 道 下 り」 の 復 元 一 能 管 と一一節 切 の 一 交 流 一













「東アジア美術におけ る く人のかたち〉」を主題 とした美術部 ・情報資料
部担当の国際研究集会(4.9.29～10,1)のプ ロシーディングス(和 ・英文)
を刊行 した。今回は,〈人のかたち〉の諸相,群 像表現,人 体表現における
形 と意味,裸 体表現の諸問題の4つ のサプテーマを設け,〈人のかたち〉に
関わ る様 々な問題を追及 した。本プロシーディングスには,発 表論文,討
議な どが含 まれ る。主な内容は下配の とおりである。
基調講演
人の くかたち〉 と 〈からだ〉 前川 誠郎
西洋の眼か らみた東洋美術の人のかたち ヘルムー ト・プ リンカー
1〈 人のかたち〉の諸相
人物画における聖 と俗一宗教性 と肖像性 一 戸田 禎佑
人のかたちを神の領域へ 一古代束アジア彫像の課題 一 井上 正































日本美術 に見 る 「はだか」















併せて地方文化 の振興に資す るために,昭 和52年度か らの事業 として黒田清




主 催 東京国立文化財研究所 ・秋 田市立千秋美術館
開催 日数35日 間
入場者数9692人
陳列点数 油彩 ・パステル61点,木炭デ ッサ ン50点,写生帖17冊,書簡
3点,日 記5冊,参 考資料若干











































芸能部では,茎 能の 多角的かつ総合的 な研究に資す ることを目的 として,
例 年夏期4日 閲にわたる学術講座を,首 都圏各大学の大掌院坐 を対象に実施
してい る。会場 を東京國立文化財研究所会議富とし,芸 能部 貝がそれぞれの
専門分野におけ る研究成果 を体系的に論ずる。
平成5年 度は 「能 ・狂目'の演出と技法」というテーマ を設けて羽田和が担
当 し,7月1211から1.5f1までの4日 開にわた り奥施 した。受購者は慶応義塾
大学,東 京学芸人学,実 践女子大学,お 茶の水 女r大 掌,早 稲田大学,共 立
女子大学,法 政 大掌,東 京芸術大掌,立 教大掌の各人学院生 で,受 講者数は






























開講式 ・オ リエンテー ション
























































































文化財科学の動向一歴史と現状 一 名誉研究貝 馬淵 久夫
閉講式
6.国 際 研 究 集 会
昭和52年か ら毎年行われている 「文化財の保存に関する国際研究集会」は
17回を数 え,今 年度は修復技術部が担当 した。「漆文化の保存」をテーマに11
月10日から12日までの3日間行われた。近年欧米に所在する漆芸品の保存に対
する関心は急速に高 まりつつあ り,こ の機会に 日本の基本的漆芸技術の啓蒙
を図 ると共に,日 本内外の漆の科学的研究の成果 を提示 し合 い,討 議を重ね
て漆文化財の国際的理解を深め ることを目的 とした。




財 の 保 存)
日 時:平 成5年11月10日 ～12日































マ リア ン ・ウ ェ ップ
西川杏太郎
河田 貞





ア ン ドレ ア ス ・プ ァ メ ス ター
在欧文化財の修理におけ る漆使用の緒相 と問題点
バーバラ ・ピアー ト・ボルガーズ
ス ミソニア ン研究機構 ・フ リーア美術館 ポール ・ジェッ ト
11月12日(金)
【セ ッションIII】漆の科学
















ドイツにおけ る伝 統的塗装技 法 一その概 要 と修理 の ケー スス タ
ディー
ドイツ:バ イエルン州立文化財研究所 カタリーナ ・ヴァル ヒ
西洋塗装の科学的分析 一系統的方法 とケー ススタディー
座 長.











ヨ ハ ン ・ コ フ ー
ア ン ド レア ス ・プ ァ メ ス タ ー
マ リア ン ・ウ ェ ップ














り,当事国の財産であると同時に,人 類共通の遺産で もある。本セ ミナーは,
東ア ジア,東 南アジア,西 南アジアの諸国に呼びかけ,文 化財の保存に関連
する基礎的情報 を交換 し,将 来の 多国間の共同研究 ・共同事業を推進するた
めの礎 を築 くこ とを目的として企画されたものである。本年度はその第4回
目として,「文化財保存における伝統的な材料 と技術」をテーマ として開催 さ
れた。
会議は,2名 の基調講演発表者 と15力国代表15名のカン トリーレポー ト報
告者,さ らに,4名 の考古,美 術工芸,保 存の専門家で構成 される日本代表
デスクが加 わり,円 卓 を囲んで行われた。 また,文 化財保 存の専門家約30名












一文化財保存における伝統的 な材料 と技術 一
文化庁 ・東京国立文化財研究所 ・奈良国立文化財研究所
京都国立博物館 ・奈良国立樽物館 ・東京国立博物館 ・
ユネスコ ・アジア文化センター
(財)なら ・シルクロー ド博記念国際 交流財団
奈良県新公会堂 他
10月29日(金)開 会式およびレセプシ ョン(h野 精養軒)
10月30日(土)国 外参加者の視察 ・見学
10月31日(日)




3.マ レーシア国立博物館保存室長Z.イ タムオスマ ン
「マ レー シアでの金属文化財保 存のための伝統的な材料 と技術」
4.ブー タン文化局文化財部主任D.ワ ンチュ ク
「ブー タンにおけ る文化財保存のための伝統的な材料 と技術」
一90一
事 業
5.イ ン ド国立文化財保存研究所分析科学室長B.V.カ ルバーデ
「伝統的な保存方法:イ ン ドの場合」
6.モ ルディプ国立言語歴史研究セ ンター研究官1.ワ ヒー ド
「モルディプにおけ る伝統的な保存について」
11月1日(月)
7.イ クロム科学技術事業部長M.Lタ バッソー(基 調講演)
「イタリアにおける石 と壁画の保存への伝統的 な材料の使用一本
当に有効かそれ とも夢物...か一」
8.文 化庁建造物課文化財調査官 稲葉 信子
「日本の文化財建造物保存修復におけ る材料 と技術」










13.イン ドネシア ・ボロブ ドール保存研究所技術部長 スプヤ ントロ
「ク ドゥスの彫刻のある木造家屋の伝統的保存方法」
























存研究センター(ICCROM)と共1司i三開催で 「紙の保イ∫:傍復j国 際研修 を行 っ
た。脆弱な古文書や版画など,紙 を素材とした文化財の修理 では,世 界の文
化財に日本の表具技術が役に.r.つ事が知 られ るようになっている。 この研修
では,こ の 日本の表具技術 を伝 えることを目的 とした。
3週間の研修は表具の基本的な技術 を参加者が縄験できるよ うな内容の実
技研修 を中心 としたが,日 本の文化史 ・文化財保護法の沿 革 ・文化財に使わ
れている伝統的 な素材・和紙 と洋紙の特性等についての講義 を行 うとともに,
研修旅行では和紙の紙漉場で修復材料 である和紙 をよ り深 く理解するようつ
とめた。
海外か ら,よ り正確な技術 を求め る声が増える中,こ のような日本の専門











〈期 間 〉 平 成4年11月23日 ～12月16日(20日 間)
<場所>11月24日 ～25日 東京国立文化財研究所
11月26日～12月14日京都国立博物館
ス タディーツアー 奈良市 ・奈良県宇陀郡吉野町
<参 加 者>
ALCOCKJohannPamela
ア ル コ ッ ク ・パ メ ラ
オ ー ス トラ リア ヴ ィ ク ト リア 文 化 財 保 存 セ ン ター
ROSENBERGERHelga
ロ ー ゼ ン バ ー ガ ー ・ヘ ル ガ
オ ー ス ト リア 芸 術 ア カ デ ミー
CHEROUTRERosa-Anna-Maria
シ ュ ル ー トル ・ロー ザ ア ン ナ マ リア
ベ ル ギ ー 王 立 ヘ ン ト 美 術 ア カ デ ミー
MENEIEveMarieCatherine
ム ネ イ ・イ ヴ マ リー カ トレー ヌ
フ ラ ン ス芸 術 作 品 修 復 研 究 所
SIMONCIaus-Ullrich
シ モ ン ・ク ラ ウ ス ウ ル リ ッ ヒ
ドイ ツ 交 通 と 技 術 博 物 館
PerumalP.
ペ ル マ ル















カ ン タ ル シ ョ ウ ル ・ア イ セ ・セ ル ダ
トル コ文 化 省 修 復 保 存 中 央 研 究 所
WHEELERMichaelJohn
ウ ィー ラー ・マ イ ケ ル ・ジ ョ ン
ニ ュ ー ジー ラ ン ド オ ー ク ラ ン ド市 立 庭術 館
WITHYCOMBECeliaKosamund
ウ ィ テ ィ コム ・セ リア ・ロ ザ ム ン ド
イ ギ リ ス フ イ ッ ツ ウ ィ リア ム 博 物 館
RICHMONDAIisonTaylor
リ ッチ モ ン ド・ア リ ソ ン ・テ イ ラ ー






(1)第1回 国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー 〈仮 称 〉設 置




































古代において,鉄 がどのように造 られ,流 通 したか という問題
は考古学の立場か らも,科 学技術の立場か らも興味深い問題点
である。古代鉄の産地 ・時代 ・技法 などに関する問題の解明に
対 して現在,自 然科学がどのような役割 を果た しているか,今
























(1)平成5年 度職 員の海 外渡航











佐野 予絵 n II II II
三輪嘉六 〃 敦煙莫高窟壁画の保存協力 自平成5年6月11日
至平成5年6月25日
科学研究費
増田勝彦 n n 11 外国旅費
西浦忠輝 II n II II
勝木言一郎 II II li II
朽津信明 II II II 科学研究費









佐野千絵 11 1! 11 1/
尾立和則 n II 11 11

























氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等





西浦忠輝 フランス アンコール遺跡保存技術会議出席 自平成5年9月10日
至平成5年9月17日
科学研究費
西川杏太郎 中華人民共和国 敦燈莫高窟壁画の保存協力 自平成5年9月30日
至轍5年10月12日
外国旅費
中野照男 rr r　 11 n
勝木言一郎 n n 11 科学研究費
西浦忠輝 n 11 II r　
三浦定俊 n 11 11 国際研究集会派遭
研究貝派遣費
















三浦定俊 イタリア イクロム総会出席 自平成5年10月1711
至轍5年10月25Ci
科学研究費




岡 田 健 11 rr n 11
野久保昌良 11 在米日本古美術作品の写真撮影 II 11
長岡龍作 !1 在米日本古美術作品の調査 自平成5年11月27日
至轍5年12月10日
II








西浦忠輝 II r　 II 11
松本修自 r　 11 11 II













増田勝彦 rr 11 11 II









尾立和則 II II r　 n
岡 田 健 II 11 自平成6年2月24日
至平成6年3月8日
n










































































































































































































































氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
PREYSS,
Anna






















































































































































氏 名 現 職 招へい期間 共同研 究課題 研究代 表者
須藤 弘敏 弘前大学人文学部 5.11.21 難1史情報処理システムの研究 写真資料研究室
助教授 5.12.4一デー タの共有化を中心として一 長岡 龍作
河合 眞澄 愛媛大学教養部助教授 6.3.1 歌鐘技芸風の研究 演劇研究室長
6.3.25一安原コレクションSPレ 鎌倉 患子
コー ドを使 って 一
高橋 建 鳥海町教育委貝会 6.3.14 秋田の番楽に関する研究 民俗芸能研究室長
主任兼社会教育主事 6.3.25 中村 茂子
脇田 久伸 福岡大学理学部教授 6.3.18 錆の保存科学的研究 化学研究室長
6.3.28 平尾 良光
西尾太加二 静岡県埋蔵文化財劇査 6.3.7 出土木製品の保存処理に関 第三修復技術研究室
研究所 調査研究 6.3.12する研究 長 青木 繁夫
西山 要一 奈良大学文学部助教授 6.3.14 奈良盆地における環境汚染 修復技術部長
6.3.19の研究 三輪 嘉六
山口 泰弘 三重県立美術舘学芸員 6.3.15 焔 史撒 処理システムの研究 写真資料研究室




氏 名 国 籍 所 属 等
TRAN,Ky
Phuong
ヴ ェ ト ナ ム チャンパ彫刻博物館主任学芸貝
NOR,Dato
Zakiah
マ レ イ シ ア 国立公文書館館長
王文章 外2名 中華人民共和国 中国三門峡市副市代表団
馬承源 外6名 中華人民共和国 「上海博物館展」中国側代表団




イ ラ ン テヘラン大学文学部考古学科助教授
王振江 中華人民共和国 中国社会科学院考古研究所副研究貝
南時鎭 外2名 大 韓 民 国 文化体育部文化財管理局慶州文化財研究所・建築事務官
KHOO,Boo
Chia
マ レ イ シ ア ペナン州立美術博物館館長
李浩官 外40
名
大 韓 民 国 韓国文化財管理者代表団
朴錘聲 外14
名
大 韓 民 国 韓国報道関係者代表団
LEFORT,
Philippe





日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究所
を中心 に,関 連図書,各 種叢書,辞 典類など和漢書(41,600),洋書(4,110),
計45,710冊のほか,各 都道府県市町村教育委貝会編集の文化財関係報告書,
美術関係雑誌,紀 要類,売 立目録,展 覧会 目録 などを所蔵 し,所 内及び所外
の研究者の利用に供 している。
芸能 関係 図書
雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦緯 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他
わが国の伝統}t:-t能の研究に必要な図書9,861冊を所蔵する。演芸画報・歌舞伎
新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・i/1・民俗芸術 ・日本
民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説などの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・唯







美 術 関 係 芸 能 関 係 保 イ∫:科学 ・修 復 技 術 関 係 計
和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 誉 和 漢 書 洋 書
5年度 606冊 32冊 329冊 14冊 281冊 5冊 1,014冊





美 術 関 係 資料
実物 よりの直接撮影 を主に した写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写
真による補足整備 に加 えて,印 刷物 中の図版 をおさめ るという方式で,当 研
究所設立当初よ り一貫 して力 を注いできた写真資料 を有する。それらは日本
東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,
欝籍,彫 刻,工 芸,建 築等の諸部門に及ぷ。特別大型の ものから小型のもの
まで総数凡そ26万点,原 板保有量はほぼ3分 の1に あたり,別 にマ イクロ ・
フィルム255巻がある。写真資料のほか,拓本,作 家伝記資料,落款印章資料,
近代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラップ等 と,図 書カー ド,図版
カー ド,各種索引類など多数。
芸能 関 係 資 料
レコー ド,録音テープ,シ ネフィルム,ビ デオテープ,写 真等による芸能
資料 を数 多く備 えている。レコー ドには,毎 年各社か ら発売 される伝統芸能
関係 レコー ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原 コ
レクションレコー ド5,450枚が含 まれている。安原 コレクションは,明 治・大
正 ・昭和三代にわたって発売された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近
代における邦楽の実態 と変遷 を知 る上で貴重な資料である。録音テープ,ビ
デオテープ,及 び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗




録 音 テ ー プ
、シ不フィルム ビデオテープ
analog digital8mm 16mm β,VHS方式 8mm
平成5年度 16本 2本 0本 0本 29本 28本








平成5年度 0枚 0枚 0枚
合 計 7,118枚 62枚 16枚
3.主 要機 器 ・股 備
美術部 ・情報資料部
名 称 使 用 目 的 備 考








赤外線テレビ 赤外線照射 によ る墨線の抽 出。下
図 ・酩文等の解説。
浜松テレビ




オ リ ンパ ス



































メログラフ 音の高 さと強さの細かい変化 を正確
に計 り,分 か りやすいグラフで記録
して,音 学的分析 を行 う。
型名B/T
レ ー ザ ー ・ タ ー ン













原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属などに含 まれる元
素組成を測定する。




















名 称 使 用 目 的 備 考
電子スピン共鳴装置 遷移金属イオンや劣化に伴って生じ 日本電子JES一






低真空度走査型電子 とともに,構 成元素の分布 を調べ, 5800LV
顕微鏡 構造 ・技法について情報を得 る。
工業用X線 検査装 透視撮影によって彫刻 ・工芸 ・考古 ブ イ リ ッ プ ス
置 遺物 ・などの構造や光電子撮影に MG321他
よって絵画の顔料 を調べる。
減圧薫蒸装置 文化財加害生物を防除するための薫 SK2
蒸法の研究 ・開発 を行 う。
微生物検体作成装置 微生物胞子の発芽に及ぼす風の影響 小林精機CP型
を調べ る。
ガスクロマ トグラフ 有機質文化財の構成物質および劣化 日本竃子
質量分析計 の判定のためにガス状として有機物 Automass
を分離 し,有機分子の判定 を行 う。
液体 クロマ トグラフ 有機質文化財の構成物質および劣化 日本電子
質量分析計 の判定のために液体状態で有機物を LX2000
分離 し,有 機分F一の判定を行 う。
DNAシ ーケンサ 文化財の劣化原因,坐物等の遺伝子 ファルマ シア
配列 を調べ,種 の判定 を行 う
修復技術部










名 称 使 用 目 的 備 考






レーザー を走査 して,天 然物 などを
きわめ て深 い焦点深度で観察 し,立
体的な情報 を得 るこ とがで きる。
レ ー ザ ー テ ッ ク
ILM21
国際文化財保存怖復協力室
名 称 使 用 目 的 備 考
微小部付全 自動X
線回折装置
















4.黒 田 記 念 室
黒田記念室は,本 研究所の創立者帝国美術院長子爵故黒田清輝の功績を記
念するために設けられた陳列室であ り,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帖等 を
収蔵 している。
創立当時,主 として黒田家か ら寄贈 されたものは,油絵125点,素描170点,
写生帖等であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈



































関 係 法 規




第117条 東京国立文化財研究所に,所 長 を置 く。










第119条 庶務課においては,次 の事務 をつかさどる。
(1)職貝の人事に関す る事務 を処理す るこ と。





(7)前各号に掲げ るもののほか,他 の所掌に属 しない事務 を処理す ること。
(美術部の二室及び事務)




関 係 法 規
2.第一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術
に関す る調査研究を行 い,及 びその結果の公表 を行 う。
3.第二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並 びに西洋美術に関す
る調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 うとともに黒田記念室に関す る事
務 をつかさどる。
(芸能部の三室及び事務)
第121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及 び民俗芸能研究室を置 く。
2.演劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究 を行 い,並 びに
その結果の公表を行 う。
3.音楽舞踊研究室においては,蹄 楽及び舞踊並 びにこれらの保存に関する調査




第122条保存科学部に,化 　.研究室,物 理研究室及び生物研究 室を置 く。
2.化学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的鯛査研究(分 析
化学的調査研究を含む.,)を行い,並 びにその結果の公表を行 う。
3.物 理研究窒においては,文 化財及びその保 存に関する物理学的調査研究 を行
い,並 びにその結果の公表を行 う、,
4.生 物研究室においては,文 化財及びその保存に関する生物.≫.的調査研究 を行




2.第 一修復技術研 究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外の
もの を材料 とする文化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究を行い,及 び
その結果の公表を行 う、,
3.第 二修復技術研 究室においては,紙,布 又は革 を材料 とす る文化財の修復に
関す る科学的,技 術的調査研究を行 い,及 びその結果の公表を行 う。
4.第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属 を材料 とする文化財の修復
一112一
一
関 係 法 規
に関す る科学的,技 術的調査研究 を行い,及 びその結果の公表を行 う。
(情報資料部の二室及び事務)
第122条の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置 く。
2.文 献資料研究室においては,第118条第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所
掌に係 る文献資料 その他の資料(写 真資料を除 く)の作成,収 集,整 理,保 管,
公表,閲 覧及び調査研究 を行 う。
3.写 真資料研究室においては,第118条第1号 か ら第4号 までに掲げる各部の所
単に係 る7j.真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究 を行 う。
(国際文化財保存修復協力室の事務)
第122条の4国 際文化財保存修復協力室においては,世界の文化財の保存修復に
関する国際協力,資 料収集,調 査研究及 びその結果の公表 を行 う。
(客貝研究貝)
第122条の5東 京国立文化財研究所に客員研究員 を置 くことができる。
2.客 貝研究貝は,所 長の命を受け,東 京国立文化財研究所において行 う調査研
究に参画す る。





発行所 東 京国立文化財研 究所
〒110東京都台東区上野公園13-27
電話(3823)2241(代表)
